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日
中
両
国
に
お
け
る
人
痘
接
種
法
の
比
較
研
究

〔
要
旨
〕
種
痘
法
に
は
人
痘
接
穂
法
（
以
下
人
痘
法
と
略
す
）
と
牛
痘
接
柿
法
（
以
下
牛
痘
法
と
略
す
）
の
二
極
甑
が
あ

る
。
人
痘
法
は
中
国
で
発
明
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
、
二
十
世
紀
半
ご
ろ
ま
で
中
国
で
行
わ
れ
て
き
た
。
一

方
、
日
本
で
は
一
七
四
四
年
に
中
国
か
ら
人
痘
法
が
伝
わ
り
、
一
応
の
成
果
を
収
め
た
が
、
十
九
世
紀
半
ば
に
モ
ー
ニ

ケ
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
牛
痘
法
が
一
気
に
普
及
し
、
人
痘
法
は
そ
れ
ま
で
実
績
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん

ど
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
牛
痘
法
が
日
本
で
速
か
に
普
及
し
た
背
景
に
、
人
痘
法
の
存
在
は
無
視
で
き
な

い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
中
日
両
国
の
人
痘
法
の
歴
史
的
経
過
を
顧
み
た
上
で
、
両
国
に
お
け
る
人
痘
法
の
評
価
に

差
が
生
じ
た
理
由
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
吋
の
種
痘
法
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
差
は
、
第
一
は
技
術
面
で

あ
り
、
第
二
は
繩
嘘
法
へ
の
関
わ
り
方
の
違
い
で
あ
っ
た
。
技
術
而
の
違
い
は
人
痘
法
の
射
赤
化
、
選
苗
の
方
法
に
差

が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
効
果
と
安
全
州
に
連
い
を
生
じ
さ
せ
た
。
第
二
の
述
い
は
中
国
で
は
政
府
が
人
痘
法
を
支
持
し
、

そ
の
普
及
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
日
本
で
は
人
痘
法
を
支
持
し
た
藩
は
少
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
藩
が
牛
痘
法
を
積
極

的
に
普
及
を
進
め
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
が
西
洋
文
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
た
時
代
の
影

粋
も
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
痘
瘡
、
人
痘
接
種
法
、
牛
痘
接
祉
法
、
日
中
比
較
文
化
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種
痘
法
と
い
え
ば
、
現
代
で
は
英
国
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
（
臣
弓
四
ａ
］
の
］
目
閏
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
が
発
明
し
た
牛
痘
接
種

法
（
以
下
牛
痘
法
と
略
す
）
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
一
七
九
六
年
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
人
痘
接
種
法
（
以
下
人
痘
法
と
略
す
）
の
技
法
を
使
い
、
牛

痘
に
か
か
っ
た
雌
牛
か
ら
と
っ
た
痘
苗
を
改
良
し
た
種
痘
法
で
あ
る
。
人
痘
法
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
古
い
歴
史
を
持
つ
。
あ
る
種
の
伝
染

性
疾
患
に
一
度
か
か
れ
ば
免
疫
を
得
る
こ
と
は
、
古
代
か
ら
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
た
。
中
国
で
は
そ
の
知
識
を
も
と
に
人
痘
法
が
発
明
さ

れ
、
二
十
世
紀
半
ば
ま
で
中
国
の
一
部
の
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
で
は
十
八
世
紀
に
中
国
か
ら
人
痘
法
が
伝
わ
り
、
痘
瘡

予
防
の
実
績
を
上
げ
た
が
、
十
八
世
紀
半
ば
に
牛
痘
法
が
伝
わ
る
と
、
人
痘
法
は
急
速
に
終
焉
し
た
。

本
論
文
で
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
国
に
お
け
る
人
痘
法
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
接
種
技
術
の
確
立
、
改
善
及
び
痘
苗

の
弱
毒
化
、
普
及
の
歴
史
を
顧
み
る
。
さ
ら
に
江
戸
中
期
に
人
痘
法
が
い
か
な
る
形
で
日
本
に
伝
わ
り
受
容
さ
れ
、
伝
播
し
た
か
、
そ
の
後
、

な
ぜ
急
速
に
牛
痘
法
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
か
の
経
緯
を
調
査
し
、
中
日
の
違
い
を
比
較
検
討
し
た
。

｜
、
人
痘
接
種
法
の
起
源

紀
元
前
二
五
七
年
に
死
亡
し
た
エ
ジ
プ
ト
第
二
十
王
朝
ラ
ム
セ
ス
五
世
の
ミ
イ
ラ
の
顔
に
残
る
ア
バ
タ
は
、
古
病
理
学
的
研
究
に
よ
っ

て
痘
瘡
の
痕
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
痘
瘡
は
少
な
く
と
も
紀
元
前
十
二
世
紀
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
定
説
に
な
っ

（
１
）

て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
痘
瘡
は
お
そ
ら
く
晋
代
に
西
域
か
ら
中
国
に
伝
播
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
西
暦
四
世
紀
ご
ろ
に
書
か
れ
た
葛
洪

（
２
）

の
『
肘
後
備
急
方
」
（
三
一
五
）
巻
二
に
「
比
歳
斑
瘡
を
病
発
す
る
あ
り
、
頭
面
及
び
身
は
忽
ち
に
し
て
周
匝
し
、
状
は
火
瘡
の
如
く
、
皆
白

は
じ
め
に

Ｉ
中
国
に
お
け
る
人
痘
接
種
法
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漿
を
帯
ぶ
。
劇
し
き
は
数
日
に
し
て
必
ず
死
す
。
こ
れ
悪
毒
の
気
な
り
」
と
あ
る
。
四
世
紀
に
も
痘
瘡
が
流
行
し
た
記
録
が
あ
る
。
同
書
に

は
ま
た
「
建
武
中
南
陽
に
於
て
虜
を
撃
っ
て
得
た
所
の
も
の
な
る
が
故
に
、
虜
瘡
と
呼
ん
だ
。
」
と
あ
る
。
こ
の
兵
士
の
間
に
病
が
発
生
し
た

（
３
）

年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
そ
の
一
は
後
漢
光
武
帝
の
建
武
十
七
年
（
四
二
に
馬
援
と
い
う
大
将
が
南
陽
及
び
交
趾
を
征
伐
し
た
時
。

（
４
）

そ
の
二
は
晋
恵
帝
太
安
二
年
五
月
（
三
○
三
）
に
兵
隊
を
南
陽
（
河
南
信
陽
）
へ
派
遣
し
た
義
陰
蛮
の
征
伐
の
時
で
あ
り
、
そ
の
三
は
東
晋
元

（
声
勁
）

帝
の
建
武
元
年
（
三
一
七
）
に
南
陽
に
お
け
る
戦
役
の
時
の
三
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戦
役
の
と
き
に
発
し
た
こ
と
か
ら
「
虜
瘡
」
と
呼
ば
れ

た
。
従
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
最
初
の
痘
瘡
の
時
期
は
正
確
に
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
痘
瘡
の
症
状
に
つ
い
て
の
最
初

の
記
載
は
『
肘
後
備
急
方
」
で
あ
る
。

一
方
、
痘
瘡
を
予
防
す
る
方
法
、
す
な
わ
ち
「
人
痘
法
」
が
中
国
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
る
。
第
一
が

唐
代
説
、
第
二
が
宋
代
説
、
第
三
が
明
代
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
説
も
清
代
の
医
師
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
説
で
あ
る
の
で
、
三

唐
代
説
は
、
清
代
の
菫
玉
山
が
『
牛
痘
新
聿
昌
（
一
八
八
四
）
で
こ
う
唱
え
た
。
「
唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
二
に
、
江
南
の
趙
氏
が

（
６
）

鼻
に
痘
苗
を
用
い
、
痘
を
接
種
す
る
方
法
を
伝
え
た
」
と
、
人
痘
法
の
行
わ
れ
た
時
代
、
場
所
、
人
物
も
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
唐
代
説

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
唐
代
以
前
、
痘
瘡
流
行
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。
晴
代
の
痘
瘡
に
対
す
る
認
識
は
巣
元
方
の
「
諸
病

源
候
論
」
（
六
一
○
）
に
こ
う
あ
る
。
「
傷
寒
の
熱
毒
の
気
が
盛
ん
に
な
る
と
、
庖
瘡
を
発
す
る
こ
と
が
多
い
。
瘡
の
色
は
白
か
赤
で
、
皮
膚
に

発
す
る
。
瘡
の
頭
部
は
瘻
漿
を
な
し
、
白
膿
が
入
る
も
の
は
毒
が
軽
く
、
紫
黒
色
の
根
が
皮
下
に
盛
ん
に
あ
る
も
の
は
毒
が
重
い
。
そ
の
形

（
戸
Ｉ
）

が
碗
豆
の
如
き
を
以
て
鋺
豆
瘡
と
名
付
け
ら
れ
る
」
と
。
つ
ま
り
そ
の
瘡
の
形
か
ら
「
鋺
豆
瘡
」
（
原
書
で
は
「
登
豆
瘡
」
）
と
い
っ
た
の
で
あ

る
。
治
療
法
の
記
載
も
少
な
か
っ
た
。
菫
玉
山
が
「
牛
痘
新
書
』
を
書
い
た
の
は
一
千
年
後
の
清
代
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
を
裏
付
け
る

史
料
も
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
代
説
は
事
実
と
し
て
認
め
が
た
い
・

宋
代
説
は
清
代
の
朱
純
鍜
の
『
痘
疹
定
論
」
（
一
七
一
三
）
巻
二
に
、
人
痘
法
が
北
宋
時
代
か
ら
始
ま
り
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ

の
記
載
は
『
肘
後
備
急
圭

一
方
、
痘
瘡
を
予
防
圭

唐
代
説
、
第
二
が
宋
代
空

説
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
未
真
宗
（
九
九
八
～
一
○
二
二
）
の
時
代
に
、
丞
相
王
且
（
九
五
七
～
一
○
一
七
）
は

わ
が
子
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
痘
瘡
の
た
め
に
失
っ
た
。
老
後
に
至
っ
て
一
子
（
素
と
名
づ
け
る
）
を
も
う
け
た
と
き
、
天
下
の
名
医
を
招
い
て
除
痘

法
を
求
め
た
が
、
誰
も
除
く
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
四
川
人
が
「
峨
媚
山
に
神
医
あ
り
、
種
痘
が
で
き
、
百
発
百
中
、
一
人
も
誤

ら
ず
。
凡
そ
峨
媚
山
の
東
西
南
北
の
あ
た
り
の
み
な
そ
の
神
医
を
求
む
」
と
い
う
逸
話
を
述
べ
た
。
王
旦
は
神
医
に
請
い
、
痘
苗
を
取
り
、（

甘
）

王
素
の
鼻
孔
に
種
痘
し
た
。
旬
日
に
し
て
、
成
功
し
た
。
そ
の
神
医
は
徐
州
出
身
の
女
性
で
、
王
素
に
種
痘
を
行
っ
た
と
き
七
十
歳
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
行
っ
た
種
痘
法
は
水
苗
法
で
あ
っ
た
。
種
痘
を
受
け
た
王
素
は
六
十
八
歳
ま
で
生
き
た
。
『
医
宗
金
鑑
」
（
一
七
四
二
）

（
９
）

も
こ
の
説
を
引
用
し
、
宋
代
で
は
人
痘
法
が
す
で
に
民
間
に
存
在
し
た
と
記
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
人
痘
法
は
十
一

世
紀
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
献
の
最
後
に
は
、
神
医
が
「
わ
た
し
は
凡
人
で
は
な
い
、
観
音
菩
薩
の
伝
劫
で
あ
り
、

（
Ⅲ
）

種
痘
法
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
」
と
あ
る
。
同
説
が
事
実
で
あ
る
の
か
、
伝
承
で
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
同
書
に
よ
る
と
、
神
医
が

用
い
た
水
苗
法
は
、
『
医
宗
金
鑑
」
の
水
苗
法
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
痘
衣
法
、
痘
漿
法
は
明
代
の
張
瑛
が
『
張
氏
医
通
」
（
一
六
九
五
）

に
初
め
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
よ
り
七
百
年
前
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。

明
代
説
は
、
清
代
の
楡
茂
昆
の
『
痘
科
金
鏡
賦
集
解
』
（
一
七
二
七
）
に
根
拠
を
置
く
。
同
書
に
よ
る
と
、
「
種
痘
法
は
明
朝
の
隆
慶
年
間
（
一

五
六
七
～
一
五
七
二
）
に
寧
国
府
太
平
県
の
あ
る
人
が
、
練
丹
者
か
ら
得
て
伝
え
た
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
天
下
に
広
が
り
、
今
で
も
種
痘
を

（
Ⅲ
）

す
る
者
は
寧
国
人
に
多
い
」
と
記
す
。
当
時
の
種
痘
師
は
多
く
が
寧
国
府
で
種
痘
の
技
術
を
学
び
、
痘
苗
を
購
入
し
た
。
良
好
な
痘
苗
の
入

手
は
難
し
く
、
値
段
も
高
か
っ
た
。
痘
苗
で
利
益
を
得
た
医
師
も
少
く
な
か
っ
た
。
張
瑛
の
『
張
氏
医
通
」
巻
十
二
嬰
児
門
下
の
種
痘
説
に
、

（
吃
）

「
近
年
、
種
痘
の
説
あ
り
。
江
右
か
ら
始
ま
り
、
燕
斉
に
お
よ
び
、
近
頃
は
南
北
へ
広
く
伝
わ
っ
た
」
と
種
痘
が
広
が
っ
た
様
子
を
述
べ
て
い

る
。
以
上
か
ら
明
代
に
種
痘
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

明
代
の
種
痘
に
つ
い
て
述
べ
た
書
物
に
は
、
陳
諫
の
『
蓋
斎
医
要
」
全
嬰
門
・
小
児
痘
瘡
論
（
一
五
一
一
八
）
が
あ
り
、
「
一
生
の
あ
い
だ
に

（
週
）

痘
瘡
に
罹
ら
な
い
者
は
い
な
い
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
た
だ
一
回
罹
る
故
、
長
生
き
す
る
の
で
百
歳
瘡
と
名
け
る
」
と
記
す
。
つ
ま
り
一
度
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痘
瘡
に
か
か
っ
た
人
は
二
度
と
感
染
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で
痘
瘡
は
「
百
歳
瘡
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

黄
百
家
は
『
学
箕
初
槁
」
の
序
（
一
六
八
三
）
に
、
傅
政
初
と
い
う
医
家
の
話
を
こ
う
引
用
す
る
。
「
痘
は
胎
毒
で
、
相
火
は
命
門
に
伏
く

す
。
今
種
痘
の
法
は
良
い
苗
を
選
ん
で
鼻
孔
を
塞
ぐ
。
鼻
は
肺
の
外
孔
で
あ
る
。
ま
た
督
脈
と
つ
な
が
り
、
上
の
肺
か
ら
下
の
命
門
ま
で
伝

（
Ｍ
）

わ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
胎
毒
が
外
へ
導
き
だ
さ
れ
、
内
に
伏
く
さ
な
い
」
。
こ
の
よ
う
に
鼻
苗
法
に
つ
い
て
、
良
好
な
苗
を
選
ん
で
鼻
孔
に
植

え
る
と
胎
毒
が
外
へ
導
き
だ
さ
れ
、
解
毒
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
。
種
痘
で
痘
瘡
を
予
防
で
き
る
根
拠
を
、
当
時
の
理
論
で
説
明
し
て
い
る
。

明
代
で
は
外
国
と
の
交
流
が
頻
繁
と
な
り
、
人
口
流
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
痘
瘡
が
流
行
し
た
。
そ
こ
で
人
痘
法
が
注

目
さ
れ
、
種
痘
法
の
記
載
も
増
え
た
。
そ
の
結
果
、
人
の
痘
漿
液
で
汚
染
し
た
衣
服
を
小
児
に
着
せ
る
痘
衣
法
や
、
痘
液
や
瘡
蓋
を
粉
に
し

て
鼻
に
吹
き
込
ん
だ
り
す
る
鼻
苗
法
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

ほ
ぼ
明
代
に
始
ま
っ
た
人
痘
法
や
関
連
医
書
が
出
る
以
前
、
種
痘
法
は
家
族
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
例
に
傅
政
初
の
一
族
が
あ
る
。

黄
百
家
の
『
学
箕
初
槁
」
序
に
よ
る
と
、
傅
政
初
・
傅
商
森
兄
弟
の
祖
父
は
、
明
の
初
頭
か
ら
種
痘
術
を
も
っ
て
名
声
を
得
て
お
り
、
家
伝

（
胴
）

の
種
痘
術
を
傅
政
初
が
大
成
さ
せ
た
と
い
う
。

ま
た
、
清
代
の
張
瑛
『
種
痘
新
書
』
（
一
七
四
一
）
の
自
序
に
、
「
余
の
祖
は
最
久
吾
先
生
の
教
を
承
け
、
種
痘
を
受
け
伝
え
て
す
で
に
数
代

（
随
）

を
経
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
張
淡
の
祖
先
は
こ
の
術
を
最
久
吾
（
一
五
七
二
～
？
）
か
ら
得
て
子
孫
に
伝
え
た
。
張
瑛
自
身
は
数
代

に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
た
種
痘
術
を
父
か
ら
学
ん
だ
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
痘
科
の
大
家
で
あ
っ
た
最
久
吾
の
著
作
は
多
い
が
、
種
痘
法
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
張
瑛
は
同
書
に
「
種
痘
の
医
術
を
人
に
向
か
っ
て
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
訣
は
秘
密
と
し
て
書
か
な
い
。
そ
の
術

（
ｒ
）

は
世
間
に
公
に
し
な
い
。
種
痘
法
は
家
伝
と
し
、
口
伝
や
心
授
で
伝
え
て
、
書
物
に
残
さ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

明
代
に
入
っ
て
、
一
種
の
民
間
療
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
人
痘
法
が
、
医
師
の
注
目
を
惹
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
種
痘
に
よ
る
事

（
蝿
）

故
も
医
学
書
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朱
一
麟
は
『
治
痘
大
成
集
」
二
六
九
二
の
「
婦
女
痘
瘡
論
治
」
で
、
種
痘
に
よ
っ
て
月
経

｜
｜
、
種
痘
法
の
伝
承
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二
）
痘
瘡
の
病
理
と
治
療
法

痘
瘡
の
病
理
に
つ
い
て
、
銭
乙
は
「
小
児
薬
証
直
訣
』
（
二
一
九
）
に
お
い
て
初
め
て
「
胎
毒
説
」
を
提
唱
し
た
。
痘
瘡
が
小
児
に
罹
り

（
加
）

や
す
い
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
小
児
が
母
胎
に
十
ヶ
月
あ
る
と
き
、
五
臓
血
職
を
飲
ん
で
育
ち
、
生
ま
れ
る
と
其
の
毒
が
出
る
」
と

（
型
）

解
説
し
て
い
る
。
陳
文
中
の
『
小
児
痘
疹
方
論
』
（
三
一
五
四
）
の
説
で
は
、
胎
毒
は
母
の
飲
食
の
不
摂
生
に
依
っ
て
生
ず
る
も
の
と
い
う
。

「
胎
毒
説
」
は
宋
代
に
始
ま
り
、
元
代
・
明
代
に
至
る
ま
で
皆
こ
れ
を
遵
奉
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
「
胎
毒
外
感
説
」
が
発
展
し
た
。
す
な

わ
ち
胎
毒
が
小
児
の
命
門
に
伏
く
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
小
児
は
流
行
し
て
い
る
疫
気
に
あ
た
っ
た
り
、
驚
悟
し
た
り
、
恐
怖
し
た
と

き
、
そ
の
毒
が
皮
膚
に
痘
瘡
の
形
で
現
れ
る
。
痘
瘡
は
胎
毒
が
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
た
結
果
、
皮
層
に
出
る
。
つ
ま
り
内
因
と
外
因
が
合

（
邸
）

致
し
た
と
き
に
発
病
す
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
痘
瘡
は
原
因
と
な
る
胎
毒
と
外
部
の
気
が
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
、
痘
瘡
を

予
防
し
、
治
療
す
る
た
め
に
は
、
胎
毒
を
発
散
さ
せ
て
解
毒
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
。

痘
瘡
の
治
療
法
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
次
の
三
説
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
は
涼
剤
を
用
い
て
解
毒
を
主
と
す
る
。
第
二
は
熱

渭
代
以
降
に
な
る
と
、
書
名
に
「
種
痘
」
の
文
字
が
入
っ
た
書
籍
が
相
継
い
で
現
れ
た
。
允
粛
の
「
種
痘
書
」
二
七
○
○
）
、
朱
純
蝦
の
「
種

痘
全
書
」
（
一
七
一
三
）
、
張
瑛
の
『
種
痘
新
書
」
（
一
七
四
二
、
硫
藺
居
士
の
『
種
痘
法
』
（
一
七
五
○
）
ほ
か
十
種
類
余
の
種
痘
專
門
書
が
出

（
鋤
）

版
さ
れ
た
。
『
種
痘
新
書
」
に
は
「
余
は
い
ま
古
人
が
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
種
痘
法
を
世
人
に
伝
え
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
清
時
代
は
人
痘
法
が
医
学
界
で
は
じ
め
て
正
当
に
評
価
さ
れ
、
人
痘
法
は
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
。

普
及
し
た
。

期
の
婦
人
が
失
語
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
人
痘
法
が
子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

（
脚
）

い
る
。
噛
嘉
言
の
「
寓
意
草
」
巻
六
二
六
四
三
）
に
は
、
「
顧
記
明
の
二
、
三
男
は
種
痘
を
受
け
た
が
、
医
者
が
誤
っ
て
死
亡
さ
せ
た
」
と
、

痘
漿
法
で
失
敗
し
た
症
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
種
痘
に
よ
る
事
故
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
痘
法
は
徐
々
に

三
、
種
痘
法
の
技
術
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剤
を
用
い
て
温
補
を
主
と
す
る
。
第
三
は
前
の
二
説
を
折
衷
す
る
も
の
。
し
か
し
、
ど
の
治
療
法
を
用
い
て
も
体
内
の
胎
毒
を
取
り
除
く
こ

と
に
は
成
功
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
胎
毒
お
よ
び
陳
諫
の
一
度
痘
瘡
に
か
か
っ
た
人
は
二
度
と
感
染
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
「
百
歳
瘡
」

理
論
を
信
じ
て
い
た
医
師
達
は
、
人
為
的
に
外
か
ら
痘
苗
を
与
え
る
こ
と
で
胎
毒
を
誘
引
し
、
軽
い
痘
瘡
を
罹
患
さ
せ
て
解
毒
さ
せ
た
。
つ

ま
り
「
胎
毒
外
感
説
」
と
「
以
毒
攻
毒
説
」
を
論
拠
と
し
て
人
痘
法
を
開
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

人
痘
法
に
は
痘
苗
に
よ
っ
て
痘
衣
法
、
痘
漿
法
、
水
苗
法
、
旱
苗
法
の
四
種
類
に
分
か
れ
る
。
張
瑛
の
『
張
氏
医
通
」
に
は
、
痘
衣
法
は

痘
児
の
着
て
い
た
服
を
未
痘
の
児
に
着
せ
る
方
法
で
あ
る
。
痘
漿
法
は
痘
児
の
痘
漿
を
綿
に
浸
ま
せ
て
、
男
は
左
、
女
は
右
の
鼻
孔
に
入
れ

（
別
）

る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
と
も
に
、
患
者
の
痘
瘡
の
水
庖
を
破
り
、
漿
を
取
っ
て
接
種
す
る
。
こ
の
た
め
、
激
し
い
症
状
を
発
し
、
ま

た
新
た
な
感
染
源
と
も
な
っ
た
。
水
苗
法
は
痘
漿
法
を
改
善
し
た
も
の
で
あ
る
。
綿
で
包
み
、
鼻
を
塞
ぐ
こ
と
か
ら
「
塞
鼻
法
」
と
も
言
わ

れ
た
。
旱
苗
法
は
銀
管
で
鼻
に
吹
き
こ
む
の
で
、
「
吹
鼻
法
」
と
も
言
う
。
『
医
宗
金
鑑
』
は
こ
の
二
つ
の
方
法
を
安
全
で
あ
る
と
推
奨
し
、

（
弱
）

「
四
者
の
中
、
水
苗
を
上
と
な
し
、
旱
苗
は
之
に
次
ぎ
、
痘
衣
は
応
験
せ
ず
、
痘
漿
は
残
忍
極
ま
り
」
と
記
す
。
そ
の
後
、
痘
衣
法
は
時
に
使

用
さ
れ
た
が
、
痘
漿
法
は
基
本
的
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
痘
苗
四
法
の
中
で
は
、
旱
苗
法
が
水
苗
法
よ
り
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
痘
衣

法
は
、
高
価
な
種
痘
の
費
用
を
ま
か
な
え
な
い
貧
し
い
人
々
が
、
止
む
を
得
ず
に
使
用
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。

（
三
）
痘
苗
法
の
処
理
法
（
選
苗
弱
毒
法
）

接
種
に
使
わ
れ
た
痘
苗
に
は
、
時
苗
と
熟
苗
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
時
苗
は
痘
瘡
患
者
の
瘡
蓋
を
苗
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
熟
苗
は
種

痘
し
た
人
の
瘡
蓋
を
苗
と
し
た
。
熟
苗
は
接
種
に
使
っ
た
人
数
に
従
っ
て
、
毒
性
が
徐
々
に
弱
く
な
り
、
安
全
性
が
高
く
な
っ
た
。

十
八
世
紀
以
前
の
種
痘
害
、
例
え
ば
『
種
痘
新
書
』
（
一
七
四
一
）
、
『
医
宗
金
鑑
」
の
「
種
痘
心
法
」
（
一
七
四
二
）
、
『
痘
疹
定
諭
」
（
一
七
六

七
）
、
及
び
『
痘
疹
会
通
」
（
一
七
八
六
）
で
は
、
時
苗
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
痘
苗
の
形
態
及
び
色
沢
、
保
存
期
間
を
重
視
し
て
い
た
。

禁
忌
は
主
に
医
師
の
判
断
に
頼
っ
た
の
で
、
効
果
が
不
安
定
で
、
危
険
性
も
高
か
っ
た
。
ま
た
痘
苗
の
採
取
や
痘
苗
の
種
類
で
結
果
が
異
な

り
「
胎
毒
外
感
説
」
と

（
二
）
種
痘
法
の
種
類
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四
、
人
痘
接
種
法
の
普
及
と
伝
播

清
代
は
人
痘
法
普
及
の
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
康
煕
帝
（
一
六
六
二
～
一
七
一
三
）
の
役
割
が
大
き
い
。
順
治
帝
（
一
六
四
四
～
一

六
六
二
は
痘
瘡
で
死
亡
し
た
が
、
そ
の
時
皇
太
子
だ
っ
た
康
煕
帝
は
皇
宮
の
外
に
隔
離
さ
れ
、
孝
養
を
つ
く
せ
な
か
っ
た
。
康
煕
帝
は
終
生

（
蝿
）

こ
の
こ
と
を
悔
悟
し
て
い
た
。
そ
の
苦
し
み
を
教
訓
と
し
て
、
人
痘
法
を
広
め
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

（
こ
宮
廷
の
種
痘
と
査
痘
章
京
の
設
立

康
煕
帝
は
国
と
し
て
初
め
て
人
痘
法
を
採
用
し
、
推
奨
し
た
皇
帝
で
あ
る
。
清
代
初
期
、
皇
族
の
痘
症
を
治
療
す
る
痘
疹
専
門
科
が
太
医

院
に
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
時
す
で
に
中
国
南
方
で
は
人
痘
法
が
普
及
し
て
い
た
た
め
、
康
煕
二
十
年
（
一
六
八
一
）
の
秋
、
康
煕
帝
は
医
師
の

（
羽
）

朱
純
鍜
・
傅
為
格
・
陳
添
祥
ら
を
宮
廷
に
招
き
、
皇
太
子
に
種
痘
さ
せ
て
成
功
し
た
。

一
方
、
そ
の
頃
、
痘
瘡
の
未
感
染
地
域
か
ら
多
く
の
清
兵
が
山
海
関
を
越
え
て
出
て
き
た
時
、
痘
瘡
に
感
染
し
た
。
康
煕
帝
は
痘
瘡
の
流

り
、
種
痘
後
に
痘
が
出
な
か
っ
た
り
、
再
発
し
た
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

（
妬
）

十
八
世
紀
未
に
鄭
望
頤
の
『
種
痘
方
」
は
「
種
痘
し
た
人
の
瘡
蓋
を
苗
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
熟
苗
法
に
つ
い
て
初
め
て
述
べ

（
”
）

て
い
る
。
十
九
世
紀
前
期
、
朱
変
梁
は
「
種
痘
心
法
』
（
一
八
○
八
）
で
種
痘
に
二
派
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
一
つ
は
湖
州
派
で
、
こ
の
方

法
は
痘
が
順
調
に
出
た
も
の
の
痂
、
す
な
わ
ち
時
苗
を
使
う
た
め
に
効
果
が
不
安
定
で
、
危
険
性
が
高
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
松
江
派
で
、

そ
の
方
法
は
種
痘
で
生
じ
た
痂
、
す
な
わ
ち
熟
苗
を
使
用
す
る
の
で
、
毒
性
が
弱
く
な
り
安
全
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
は
ま
た
「
時
苗
を
続

け
て
七
回
接
種
し
て
精
錬
を
く
わ
え
る
と
、
熟
苗
に
な
る
。
そ
の
苗
を
久
し
く
伝
種
す
る
こ
と
で
優
れ
た
薬
力
が
益
々
精
錬
さ
れ
、
毒
も
取

り
除
か
れ
、
精
気
が
保
存
さ
れ
、
安
全
と
な
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
生
の
疫
苗
を
繰
り
返
し
経
代
培
養
す
る
こ
と
で
、
疫
苗
の
抗

原
性
は
保
留
し
た
ま
ま
、
弱
毒
化
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
い
た
。
現
代
の
免
疫
学
か
ら
み
て
も
合
理
的
で
あ
る
。
熟
苗
に
よ
っ
て

人
痘
法
の
成
功
率
が
高
く
な
り
、
後
遺
症
が
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
十
九
世
紀
始
め
に
、
人
痘
法
が
か
な
り
安
全
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
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（
鋤
）

行
を
防
ぐ
た
め
に
、
官
庁
に
査
痘
章
京
と
い
う
役
所
を
設
け
、
専
ら
痘
瘡
検
査
を
行
わ
せ
た
。
康
煕
帝
が
人
痘
法
を
採
用
し
た
当
初
、
人
々

は
種
痘
の
効
力
を
疑
っ
た
が
、
彼
は
「
庭
訓
格
言
」
（
ニ
ハ
八
一
）
に
宮
廷
と
四
十
九
旗
お
よ
び
喀
示
喀
諸
藩
に
人
痘
法
を
実
施
さ
せ
、
良
好

（
帥
）

な
効
果
を
得
て
、
多
く
の
人
た
ち
を
助
け
た
と
記
す
。
康
煕
帝
は
人
痘
法
を
積
極
的
に
採
用
し
、
痘
瘡
の
予
防
と
治
療
に
貢
献
し
た
の
で
あ

（
二
）
官
府
勅
命
に
よ
る
著
書

種
痘
法
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
「
医
宗
金
鑑
」
は
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
、
清
政
府
が
太
医
院
御
医
の
呉
謙
等
の
上
奏
書
に

よ
っ
て
編
纂
命
令
を
出
し
、
一
七
四
二
年
に
完
成
し
た
欽
定
教
科
書
で
あ
る
。
同
書
は
仲
景
全
書
・
名
医
方
論
・
婦
人
科
・
外
科
・
眼
科
・

幼
科
・
整
骨
な
ど
併
せ
て
九
十
巻
か
ら
な
る
。
そ
の
巻
六
十
が
「
幼
科
種
痘
心
法
要
旨
』
で
、
こ
こ
に
人
痘
法
の
由
来
や
方
法
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
医
宗
金
鑑
」
が
人
痘
法
を
収
載
し
た
こ
と
は
官
庁
が
人
痘
法
を
認
め
、
そ
の
普
及
を
決
意
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
書
出
版
の
後
、
中
国
国
内
で
は
官
府
が
普
及
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
官
吏
や
裕
福
な
家
庭
の
児
童
は
ほ
と
ん
ど
が

種
痘
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
長
崎
で
平
沢
元
榿
は
来
日
し
た
清
人
汪
竹
里
と
の
問
答
で
、
汪
竹
里
が
「
鼻
苗
法
の

（
犯
）

伝
来
は
す
で
に
久
し
く
、
唐
山
の
高
貴
な
家
に
お
い
て
、
こ
の
法
に
依
り
接
種
を
受
け
る
者
十
人
の
う
ち
八
、
九
人
が
い
た
」
と
答
え
た
と
、

『
瓊
浦
紀
行
」
（
一
七
七
四
）
に
記
載
し
て
い
る
。

当
時
、
情
政
府
は
医
書
を
出
版
さ
せ
た
が
、
衛
生
法
令
や
防
疫
法
令
な
ど
を
定
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
に
江
南

の
云
峰
居
士
が
『
力
勧
普
種
痘
花
法
」
と
い
う
一
種
の
び
ら
を
出
し
た
。
そ
の
中
に
福
建
、
広
東
、
江
西
、
江
南
、
徽
寧
地
方
で
は
種
痘
が

毎
年
実
施
さ
れ
た
が
、
武
漢
地
方
で
は
嘉
慶
二
十
二
年
（
一
八
一
七
）
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
二
回
痘
瘡
が
流
行
し
た
。
そ
れ
で
民
衆

（
鋤
）

に
広
く
種
痘
法
の
必
要
性
を
説
い
た
「
び
ら
」
を
出
し
た
、
と
あ
る
。
そ
の
後
、
人
痘
法
は
官
庁
と
民
間
医
の
支
持
に
よ
っ
て
次
第
に
人
々

の
間
に
広
ま
り
、
二
十
世
紀
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

る
『
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医
案
二
婦
人
寡
居
多
諺
。
月
信
太
多
。
近
経
期
殆
失
芙
。
若
執
筆
手
振
頸
。
此
必
去
血
過
多
。
肝
気
衰
筋
失
其
養
。
内
経
日
。
手
得
血

而
能
握
。
今
手
不
能
握
。
明
係
血
虚
。
況
振
動
為
風
木
之
象
。
当
以
肝
経
血
分
論
治
。
製
香
附
三
銭
白
扶
去
皮
一
銭
五
分
帰
身
一
銭
五
分
酒

洗
二
銭
拘
杷
二
銭
条
黄
苓
二
銭
黄
柏
一
銭
酒
製
甘
草
一
銭
煎
服
或
蜜
丸
服
。

医
案
一
は
、
種
痘
後
下
痢
に
な
っ
た
三
歳
の
小
児
の
治
療
法
を
記
す
。
医
案
二
は
婦
人
の
生
理
不
順
、
失
血
過
多
の
原
因
に
対
し
て
『
内

経
」
に
基
づ
い
た
理
論
と
処
方
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
李
仁
山
が
医
学
に
つ
い
て
か
な
り
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
、
小
児
の
病
気
だ
け
で
な
く
て
婦
人
病
も
よ
く
治
療
し
て
い
る
こ
と
を

｜
、
李
仁
山
の
種
痘
法
と
『
医
宗
金
鑑
』
の
伝
来

日
本
に
初
め
て
人
痘
法
を
伝
え
た
の
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
長
崎
に
来
た
清
代
杭
州
の
人
・
李
仁
山
で
あ
っ
た
。
李
氏
の
本
名
は

呉
学
孔
、
字
が
亦
文
で
、
武
林
の
人
で
あ
る
が
、
故
あ
っ
て
姓
を
李
氏
、
名
を
価
呉
と
改
め
、
仁
山
と
号
し
た
。
ま
た
性
斎
の
別
号
が
あ
る
。

彼
は
種
痘
法
を
心
得
て
い
た
。
「
長
崎
画
史
彙
伝
』
（
一
九
八
三
）
に
こ
う
あ
る
。
「
李
仁
山
は
絵
事
を
嗜
み
、
花
卉
栩
毛
山
水
を
善
く
す
。
李

氏
筆
松
樹
双
鶴
図
を
観
る
に
、
用
筆
迺
勁
に
し
て
工
級
、
ま
た
設
色
巧
妙
に
し
て
、
頗
る
雅
趣
が
あ
る
。
自
ら
一
家
を
成
す
者
と
考
え
た
い
・

李
仁
山
の
画
蹟
は
、
極
め
て
稀
で
あ
る
。
李
氏
は
、
長
崎
滞
在
中
、
あ
ま
り
そ
の
作
を
遺
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
種
痘
科
の
名

（
訓
）

医
と
し
て
日
本
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
、
画
家
と
し
て
の
妙
手
を
十
分
に
顕
す
機
会
を
殆
ど
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
ま
た
医

（
弱
）

師
・
広
川
獺
の
『
長
崎
聞
見
録
」
（
一
七
九
七
）
に
は
、
以
下
の
李
氏
の
医
案
二
例
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

医
案
一
浜
町
。
惣
兵
衛
児
三
歳
。
痘
後
大
便
潟
。
大
約
是
脾
胄
失
其
運
化
。
法
当
復
衰
弱
而
潟
自
癒
。
但
多
目
燈
。
有
慢
驚
風
之
兆
。

伯
発
慢
驚
。
即
医
伎
窮
芙
。
人
参
三
分
焦
白
巾
五
分
製
半
夏
五
分
炮
姜
三
分
炎
甘
草
三
分
陳
皮
五
分
白
扶
八
分
広
木
香
湿
紙
包
隈
透

二

分
11

日
本
に
お
け
る
人
痘
接
種
法
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（
弱
）

示
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
李
仁
山
が
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
緒
方
春
朔
が
『
種
痘
必
順
弁
」
の
中
で
、
李
仁
山
は
商
人
な

の
で
種
痘
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持
た
な
か
っ
た
と
記
し
た
こ
と
か
ら
、
李
仁
山
は
商
人
で
あ
る
こ
と
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

以
上
の
こ
と
か
ら
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
”
）

李
仁
山
が
長
崎
滞
在
中
に
行
っ
た
種
痘
に
つ
い
て
、
堀
江
道
元
は
著
書
「
弁
医
断
」
（
一
七
九
○
）
に
こ
う
記
す
。
李
仁
山
の
来
日
し
た
頃
、

長
崎
で
は
長
崎
奉
行
の
松
波
備
前
守
正
房
が
命
を
受
け
て
種
痘
を
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
李
仁
山
が
種
痘
を
心
得
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
、
李
仁
山
に
種
苗
を
作
ら
せ
、
長
崎
の
大
浦
で
妓
女
二
十
人
に
種
痘
さ
せ
た
。
こ
の
時
は
水
苗
法
と
旱
苗
法
の
両
法
が
用
い
ら
れ
、

種
痘
後
七
～
八
日
間
で
発
熱
し
、
見
点
、
起
脹
の
過
程
を
経
て
い
る
。
道
元
は
そ
の
後
二
十
人
の
子
供
に
種
痘
し
、
全
員
が
成
功
し
た
、
と
。

李
仁
山
の
種
痘
法
の
口
述
は
、
長
崎
唐
通
詞
の
平
野
繁
十
郎
と
林
仁
兵
衛
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
、
『
李
仁
山
種
痘
和
解
』
と
し
て
編
集
さ
れ
た
。

ま
た
長
崎
の
小
児
の
多
く
は
李
仁
山
に
種
痘
を
受
け
た
。
李
仁
山
の
種
痘
法
が
当
時
の
日
本
人
に
影
響
を
与
え
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

李
仁
山
が
長
崎
に
滞
在
し
た
の
は
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
以
降
、
い
つ
ま
で
で
あ
っ
た
か
解
ら
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
沖
縄

の
上
江
州
倫
完
が
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
長
崎
で
人
痘
法
を
な
ら
い
、
沖
縄
に
帰
っ
て
人
痘
接
種
を
行
っ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
和

年
間
に
李
仁
山
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
が
長
崎
で
人
痘
接
種
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
緒
方
春
朔
の
『
種
痘
必
順
弁
」
に
よ
る
と
、
李
仁
山
は
長
崎
奉
行
・
松
波
備
前
守
正
房
の
命
で
種
痘
法
を
長
崎
の
柳
隆
元
・
堀
江

道
元
ら
に
伝
授
し
た
。
そ
し
て
奉
行
は
柳
と
堀
江
に
長
崎
で
種
痘
を
行
わ
せ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
二
人
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
は
李
仁

（
洲
）

山
の
種
痘
法
を
完
全
に
習
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
拠
る
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
全
く
反
対
の
記
録
で
あ
る
。

も
し
、
李
仁
山
の
種
痘
法
が
春
朔
の
述
べ
る
よ
う
に
成
功
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
中
国
杭
州
出
身
の
李
仁
山
が
も
た
ら
し
た
種
痘

法
は
湖
州
派
で
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。
湖
州
派
は
時
苗
を
使
っ
た
た
め
に
効
果
が
不
安
定
で
、
危
険
性
が
高
か
っ
た
。
李
仁
山
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
種
痘
法
が
広
く
伝
播
せ
ず
に
終
わ
っ
た
原
因
は
、
熟
苗
を
選
ば
ず
、
時
苗
を
使
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
な
お
、
瘡
蓋
の
毒
性
を

緩
和
さ
せ
る
種
痘
法
は
そ
の
後
も
日
本
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
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｜
｜
、
李
仁
山
の
弟
子
及
び
人
痘
接
種
を
し
た
人
達

李
仁
山
の
来
日
に
続
い
て
『
種
痘
心
法
』
が
安
永
七
年
二
七
七
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
痘
法
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

文
化
・
文
政
か
ら
、
天
保
・
弘
化
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
人
痘
法
を
も
っ
て
一
家
を
な
す
者
が
で
た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
の
が
緒
方

春
朔
で
あ
っ
た
。
緒
方
春
朔
に
つ
い
て
は
別
項
に
述
べ
る
が
、
李
仁
山
の
弟
子
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
村
藩
の
藩
士
堀
尾
玄
育
は
（
の
ち
待
山
と
改
め
た
）
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
李
仁
山
に
直
接
人
痘
法
を
学
び
、
大
村
藩
に
持
ち
帰
り
人

（
州
）

痘
法
を
行
っ
た
。
そ
の
後
大
村
藩
の
痘
家
と
な
り
、
古
田
山
で
種
痘
を
行
っ
た
。
歴
代
藩
主
の
療
養
係
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
な
お
、
大
村

藩
は
独
自
な
痘
瘡
予
防
策
を
と
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
述
べ
る
。

琉
球
の
上
江
州
倫
完
（
一
七
三
二
～
一
八
一
二
）
は
童
名
を
松
金
、
唐
名
を
陳
開
基
一
と
称
し
た
。
那
覇
西
村
の
医
師
で
、
明
和
三
年
（
一

七
六
六
）
一
月
九
日
薩
摩
に
出
て
野
呂
玄
亀
に
内
科
・
外
科
を
勉
強
中
、
一
七
六
六
年
の
痘
瘡
流
行
時
に
琉
球
王
府
は
倫
完
に
長
崎
に
行
き
、

人
痘
法
を
学
ぶ
こ
と
を
命
じ
た
。
倫
完
は
そ
の
年
に
長
崎
か
ら
帰
国
し
て
初
め
て
沖
縄
に
人
痘
法
を
実
施
し
た
。
倫
完
の
種
痘
法
は
「
庖
瘡

（
伽
）

に
か
か
っ
た
患
者
の
瘡
蓋
を
粉
末
に
し
て
竹
筒
で
鼻
孔
に
吹
き
い
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
鼻
旱
苗
法
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
ず
自
分

の
家
族
七
人
に
種
痘
を
行
い
、
成
功
し
た
あ
と
一
般
の
人
々
に
種
痘
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
流
行
時
に
も
沖
縄
本

島
で
住
民
に
種
痘
を
実
施
し
た
。
倫
完
は
琉
球
王
府
付
き
医
者
と
な
り
、
功
績
に
よ
り
新
嘉
喜
村
の
名
島
（
名
誉
職
）
と
な
り
、
名
を
新
嘉
喜

に
改
め
た
。
こ
の
よ
う
に
沖
縄
で
の
人
痘
法
は
長
崎
か
ら
つ
た
え
ら
れ
た
が
、
『
琉
球
種
痘
年
表
」
に
よ
る
と
一
七
七
八
年
に
痘
瘡
が
沖
縄
本

島
に
流
行
し
、
上
江
州
倫
完
・
金
城
紀
嘉
・
松
堂
野
厚
な
ど
が
沖
縄
本
島
全
部
で
種
痘
を
実
施
し
た
。
一
七
九
一
年
の
沖
縄
本
島
で
の
痘
瘡

李
仁
山
が
来
日
す
る
直
前
の
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
「
医
宗
金
鑑
」
が
中
国
で
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
富
士

（
洲
）

川
瀞
に
よ
る
と
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
で
あ
り
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
『
医
宗
金
鑑
』
か
ら
種
痘
法
を
抜
粋
し
た
「
種
痘
心
法
」
が

刊
行
さ
れ
た
と
あ
る
。
た
だ
し
『
医
宗
金
鑑
」
に
は
も
っ
と
も
肝
要
な
選
苗
弱
毒
法
が
な
く
、
人
痘
法
の
記
述
も
明
確
に
書
か
れ
て
い
な
か

､豆〕

た
○
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流
行
に
、
倫
完
ら
が
種
痘
を
実
施
し
た
と
あ
る
。
彼
は
緒
方
春
朔
よ
り
二
十
四
年
早
く
人
痘
法
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
七
九
三
年
上
江

（
妃
）

州
倫
完
は
種
痘
の
功
績
に
よ
り
士
族
に
列
せ
ら
れ
た
。

福
井
藩
士
、
都
築
孟
義
（
一
七
五
四
～
一
八
二
六
）
、
通
称
義
右
衛
門
は
、
長
崎
に
お
い
て
外
科
と
人
痘
法
を
学
び
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）

福
井
に
戻
り
、
与
力
町
で
開
業
し
た
町
医
で
あ
る
。
同
年
痘
瘡
が
大
流
行
す
る
と
、
孟
義
は
軽
症
の
痘
瘡
痘
苗
を
接
種
す
れ
ば
、
悪
性
痘
瘡

に
罹
ら
な
い
こ
と
を
人
々
に
説
い
た
が
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
三
月
、
次
男
謙
二
に
人
痘
接
種
を
行
い
、
好
結
果

を
得
た
。
こ
の
と
き
は
じ
め
て
人
痘
法
の
効
果
が
確
実
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
人
々
か
ら
、
相
つ
い
で
接
種
を
請
わ
れ
、
三
十
五
名
に
人
痘

（
郷
）

接
種
を
実
施
し
た
。
し
か
し
都
築
孟
義
が
そ
の
後
接
種
を
続
け
た
記
録
は
な
い
・

周
防
国
佐
波
郡
三
田
尻
の
医
家
杉
山
宗
立
は
文
政
二
年
（
一
八
二
二
）
に
友
人
長
門
国
厚
狭
郡
萬
倉
村
の
医
家
熊
野
林
仙
か
ら
人
痘
法
を
学

ん
だ
。
そ
の
種
痘
法
は
良
好
の
痘
痂
を
鼻
腔
に
い
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
長
女
（
四
歳
）
及
び
次
女
三
歳
）
に
接
種
し
て
善
感
し
た
。
そ
の

ん
だ
。
そ
の
種
痘
法
は
良
好
の
痘
監

（
判
）

後
も
、
徐
々
に
人
痘
法
を
行
っ
た
。

以
上
か
ら
、
李
仁
山
が
長
崎
に
寺

以
上
か
ら
、
李
仁
山
が
長
崎
に
来
た
と
き
は
、
長
崎
奉
行
が
種
痘
法
に
関
心
を
強
め
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。
奉
行
ら
が
人
痘
法
導
入
に

積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
、
李
仁
山
が
長
崎
で
各
地
の
医
師
に
人
痘
法
を
教
え
、
さ
ら
に
彼
ら
を
介
し
て
、
人
痘
法
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
李
仁
山
の
種
痘
法
は
時
苗
を
痘
苗
と
し
た
こ
と
で
、
種
痘
後
に
痘
瘡
を
誘
発
す
る
な
ど
の
副
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
種
痘
法
に
た
い
し
て
不
信
感
や
恐
れ
を
抱
く
人
々
も
お
り
、
実
施
に
困
難
を
伴
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
種
痘
の
先
鞭
を
付
け
た
李
仁
山
た
ち
の
種
痘
法
は
、
こ
の
後
導
入
さ
れ
た
『
医
宗
金
鑑
』
と
そ
の
後
編
墓
さ
れ
た

「
種
痘
心
法
」
と
と
も
に
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
牛
痘
法
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
種
痘
科
と
し
て
一
家
を
な
し
た
人
々
の
典
拠
と
な
っ
た
。

『
種
痘
心
法
」
と
と
も
に
、

三
、
緒
方
春
朔
の
種
痘
法

緒
方
春
朔
（
一
七
四
九
く

一
八
一
○
）
は
諄
を
惟
章
、
号
を
済
庵
ま
た
は
洞
雲
軒
と
い
い
、
秋
月
藩
医
で
あ
っ
た
。
春
朔
は
は
じ
め
漢
方
を
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（
種
痘
）

術
伝
」

修
め
、
の
ち
長
崎
に
遊
学
し
て
吉
雄
耕
牛
の
門
人
と
な
り
蘭
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
頃
す
で
に
『
医
宗
金
鑑
」
『
種
痘
心
法
」
と
『
李
仁
山
種
痘

和
解
」
を
読
ん
で
、
人
痘
法
の
研
究
を
始
め
て
い
た
。
長
崎
か
ら
帰
郷
後
、
養
父
元
斎
の
も
と
で
医
業
に
従
事
し
た
が
、
寛
政
元
年
二
七
八

九
）
、
秋
月
藩
主
黒
田
長
寄
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
藩
医
に
と
り
た
て
ら
れ
た
。
同
年
、
秋
月
藩
に
痘
瘡
が
流
行
し
、
翌
年
春
さ
ら
に
広

ま
っ
た
。
舂
朔
は
軽
症
の
痘
瘡
に
罹
っ
た
人
の
痘
痂
を
貯
え
、
種
痘
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
。
翌
二
年
（
一
七
九
○
）
庄
屋
天
野
甚
左
右
衛
門

（
妬
）

が
春
朔
を
訪
ね
、
人
痘
法
を
自
分
の
二
児
に
試
み
る
こ
と
を
提
言
、
春
朔
は
二
月
十
四
日
初
め
て
種
痘
を
行
い
成
功
し
た
。

春
朔
は
こ
の
種
痘
の
成
功
を
友
人
の
医
官
・
江
藤
養
泰
に
見
せ
る
と
、
江
藤
は
自
分
の
女
子
に
種
痘
を
試
み
た
。
こ
れ
が
成
功
す
る
と
藩

医
は
す
べ
て
自
分
の
子
供
に
種
痘
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
藩
は
藩
民
に
種
痘
を
勧
め
、
児
童
に
種
痘
が
行
わ
れ
た
。
後
に
秋
月
藩
で
は
痘
瘡

（
蛆
）

が
流
行
し
た
時
、
痘
痕
面
の
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
春
朔
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
東
都
に
行
き
、
三
田
で
取
っ
た
痂
で
芝
、
赤
羽
、

麻
布
、
白
金
、
伊
皿
子
台
、
古
川
、
築
羽
、
竹
川
、
鍋
町
、
築
地
八
丁
堀
、
神
田
紀
伊
国
坂
下
な
ど
で
五
十
余
児
を
種
痘
し
た
。
さ
ら
に
、

（
岬
）

諸
藩
の
侍
医
を
毎
日
藩
邸
に
集
め
て
種
痘
法
を
論
議
し
て
術
を
施
し
た
。
『
種
痘
必
順
弁
」
に
よ
る
と
、
「
余
ガ
試
ミ
ル
処
ノ
者
、
既
二
千
数

二
及
ブ
ト
モ
、
未
グ
ー
児
ヲ
損
セ
ズ
」
と
い
い
、
寛
政
元
年
二
七
八
九
）
か
ら
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
ま
で
千
人
以
上
に
種
痘
し
た
が
、

面
上
に
疵
痕
の
あ
る
者
が
一
児
も
い
な
い
と
記
し
て
い
る
。

春
朔
の
著
作
に
は
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
に
人
痘
法
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
『
種
痘
必
順
弁
」
と
、
翌
寛
政
八
年
に
出
し
た
「
種
痘
緊

轄
」
『
種
痘
証
治
録
」
が
あ
る
。
『
種
痘
必
順
弁
』
に
よ
る
と
、
春
朔
の
種
痘
法
は
「
医
宗
金
鑑
』
で
述
べ
て
い
る
四
種
類
の
種
痘
法
の
う
ち
、

旱
苗
法
の
改
良
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
種
痘
実
施
の
手
順
を
『
種
痘
緊
轄
」
に
詳
述
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
選
苗
、
蓄
痂
、
製
苗
、
下
苗

（
種
痘
）
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
『
種
痘
心
法
』
を
参
考
に
し
て
、
実
施
法
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
著
書
に
「
痘
疹
雑
伝
」
「
痘
疹
治

春
朔
は
種
痘
の
普
及
に
努
め
た
が
、
同
時
に
安
全
性
を
重
視
し
て
、
入
門
帳
に
『
種
痘
伝
法
之
誓
約
』
を
定
め
て
、
誓
約
を
厳
守
さ
せ
た
。

『
種
痘
必
順
弁
」
を
刊
行
し
た
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
よ
り
舂
朔
が
死
去
す
る
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
ま
で
の
十
四
年
間
に
、
入
門
帳
に
署

な
ど
が
あ
る
。
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刈
谷
道
悦
は
土
佐
藩
・
松
平
土
佐
守
の
侍
医
で
、
寛
政
七
年
に
入
門
。
道
悦
の
始
祖
は
国
友
伊
平
太
の
嫡
子
で
前
称
は
新
四
郎
と
い
っ
た
。

伊
平
太
の
病
没
後
、
国
友
氏
は
断
絶
し
た
が
、
新
四
郎
は
医
家
刈
谷
寿
安
に
養
わ
れ
て
、
内
田
寿
庵
に
師
事
し
て
医
術
を
修
行
し
、
さ
ら
に

〈
側
）

今
大
路
道
三
に
学
び
、
元
禄
十
年
に
四
代
藩
主
山
内
豊
昌
の
侍
医
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
道
悦
は
二
十
歳
頃
よ
り
父
祖
の
業
を
受
け
継
ぎ
、

勉
学
の
た
め
他
国
に
遊
学
し
た
が
、
良
師
に
巡
り
会
え
な
か
っ
た
。
『
医
宗
金
鑑
」
で
種
痘
法
を
勉
強
し
、
試
み
た
が
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ

た
。
寛
政
七
年
に
春
朔
の
門
下
生
と
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
す
で
に
門
下
生
で
あ
っ
た
養
子
野
々
村
元
ト
利
貞
の
す
す
め

（
卵
）

で
あ
っ
た
。
道
悦
も
ま
た
春
朔
の
著
「
種
痘
必
順
弁
」
に
賊
を
書
い
て
い
る
。

野
々
村
元
卜
利
貞
は
土
佐
藩
の
侍
医
で
、
山
内
候
に
仕
え
た
。
入
門
は
道
悦
と
同
じ
寛
政
七
年
で
あ
る
が
、
元
ト
利
貞
の
方
が
先
に
門
人

（
団
）

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
に
道
悦
よ
り
先
に
門
人
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

松
尾
栄
庵
二
七
五
九
～
？
）
は
津
和
野
藩
亀
井
隠
岐
守
の
侍
医
で
あ
る
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
藩
主
の
参
勤
交
代
に
従
っ
て
江
戸
に
役

（
砥
）

仕
し
、
翌
年
緒
方
春
朔
に
人
痘
法
を
学
ん
だ
。

北
野
梅
庵
は
臼
杵
藩
医
の
な
か
で
最
高
位
の
御
匙
医
の
一
人
で
あ
っ
た
。
梅
庵
は
舂
朔
の
も
と
で
人
痘
法
を
学
ん
で
臼
杵
藩
に
お
い
て
実

（
侭
）

賊
に
言
い
て
い
る
。

名
し
た
者
は
七
十
名
で
あ
る
。
寛
政
七
年
ま
で
に
入
門
し
た
医
師
二
十
八
名
の
姓
名
を
『
種
痘
必
順
弁
』
に
挙
げ
て
い
る
。
門
下
生
の
出
身

地
は
地
元
の
筑
前
だ
け
で
な
く
、
土
佐
、
石
見
、
伊
勢
、
筑
後
、
豊
前
、
豊
後
、
肥
前
、
肥
後
、
対
馬
日
向
、
薩
摩
、
大
隅
、
備
中
、
播

磨
、
江
戸
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
門
下
生
に
は
有
力
藩
の
侍
医
が
多
い
。
藩
の
許
可
が
あ
っ
て
種
痘
法
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で

磨
、

菱
ご
ブ
つそ

の
な
か
で
人
物
の
特
定
で
き
た
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

渡
辺
養
順
は
備
中
成
羽
の
山
崎
氏
の
侍
医
で
、
寛
政
七
年
入
門
の
筆
頭
に
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
寛
政
六
年
江
戸
に
出
て
、
舂
朔

に
会
い
、
同
藩
の
医
官
寺
田
宗
催
、
笹
川
周
策
と
共
に
種
痘
法
の
伝
授
を
う
け
た
。
養
順
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
春
朔
の
「
種
痘
必
順
弁
」
の

〆

（
表
１
，
２
３
－

、

閏



表1門人帳
函
（
）
函

氏名

渡辺養順寺田宗悟笹川 周 策

平井元庵子玉

職位

山崎氏侍医

地名

備中成葉

備前御野郡福島村

職位 氏名

三方万側三坂昌林寛

村山養性

地名

筑前秋月藩

二日市

抑
一
別

１
’
２

尾上春庵山口晋山山尾文亮

伊藤謙貞洵直
後藤寿軒播州神道郡八幡村qI〕

J凸福岡～

本荘元寿高寛

飯塚玄岱

松尾栄庵

姫路在浦田村

勢州水口

石州津和野

加藤元脩

倉垣祐斎

向野梅庵

粥
弘
一
妬

長 尾

天道

加摩郡内111円l村

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ⅲ
｜
、
｜
皿
一
Ｂ
ｌ
ｕ
｜
賂
一
略
一
面
一
肥
一
四
一
伽

加藤土佐守侍医

Kl井隠岐守侍医駅
庵
轡
聟
ｅ
埋
騨
墾
廻
く
岬
垂
巽
旦
画
巨
骨
国
蓋
震
達

白水田亭江上立成

大河内主膳義孝雨森良寂
京都山尾元民大力村 36

森 遜 亭 時 言

渕円春悦

荻原立章

佐々源兵衛

塩瀬元補

大室良伯

小松休吾

扇 兵 衛 定 稜

後藤文紀孝季

足立文哉

北野梅庵

神郷数馬俊冗

藍田三碩景錫戸沢寛二光永

寺町今出川上ル五丁目

今川通千本西入丁

日州財辺

延岡

予州丸亀

越前束鯖江

浪華

対州府中
mu-L2･
塁81｣

豊後日田

臼杵

濃州大垣

南部廠岡家中

玄琢景春南部養山行徳

刈谷道悦

堀場令仙

池上誠道則治

野野村元卜利貞

寺田宗仙

米津玄丈

平川玄龍

田城舂水

原泰民

西原道寧

高木某

高尾東陽

師
一
粥
一
調
一
艸
一
虹
一
蝿
一
偲
一
“
｜
媚
一
輪
一
鞭
一
蝿
一
一
鋤

柳河宝珠|u

土佐藩

高知但馬香住村

高知細工町

高知細工町

高知細工町

肥前唐津

今町

養父町

瓜生町駅

長崎

長崎島原町

養父郡飯田

松平佐守侍医

秋月山城守侍医

内藤能登守内

京極壹岐守侍医

間部若狭守侍医

111内氏侍医

侍医

水野佐近将監侍医

稲葉能渡守侍医

今村棄倫長与俊民稲吉TF''7

針尾石庵
滝穆園陳平松平隠岐守内大村信濃守医 50大村

、 T

乙 1

司門元格諸方宇宙平川元就

古賀圭山尚央
寺沢良碩世幹同藩中51田代駅ワワ

白白

本
軒
達
養

宗
佑
三
束
堂

屋
川
山
井
上

藤
小
中
村
生

仙石越前守侍医西川俊良大賀宗哲大賀宗倫

後藤桂寿光永

高松耕節

江本敬朔道罐

中村養元

但馬

東都江戸

江戸芝住

江戸両窪仲

江戸赤坂住

五島近江守侍医

但眼科

相良壹岐守侍医

駝
一
弱
一
別
一
弱
一
茄

五島

天草郡

肥後人吉

筑後八院郷

三瀦郡江上郷

詔
一
型
一
妬
一
鎚
一
”

芥川玄悦

服部玄通

藤崎宗本

服部玄通寛大服部玄順

村井東養
芝衛森本中田葬仲知養

F房

、／榎津28

~弱~｢寅擾 小川祐斎彰581采女原中垣淳庵平野渕庵
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表 3 門 人 の 出 身 地 表 2年代別入門者数の
三
ヶ
所
が
あ
っ
た
。

二
）
古
田
山
種
痘
場

古
田
山
は
大
村
市
内
か
ら
東
方
四
キ
ロ
、
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
設
け
た
種
痘
場
で
あ
る
。
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
、
長
与

輌
一
雄
一
碗
一
睡
一
癖
一
雑
一
癖
一
雨
一
剛
一
釧
一
嶢

韓
一
酬
一
釧
一
鋤
一
鐸
一
州
一
率
一
割
一
癖

年代

寛政7年

寛政10年

寛政11年

寛政12年

享 和2年

西暦人数

179541

17985

17997

18004

18024

18038

1 8 1 5 1

18214

1 8 3 2 1

75

1つ
上 J ６

’
２
’
１
１
口
１
－
１

５

四
一
１
｜
叩
－
５

享和3句２3

文化12年1 １
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
魂

文政4年2

天保3年石州１
１ 害前 △､厚二I

に．ロ’

合計

（
卵
）

施
し
た
。

足
立
文
哉
は
寛
政
十
年
に
入
門
し
た
記
録
が
あ
る
。
出
身
は
豊
後
の
日
田
で

（
別
）

あ
っ
た
。

舂
朔
の
人
痘
法
は
、
九
州
各
地
、
京
都
、
大
阪
、
江
戸
な
ど
の
地
に
も
普
及

し
て
い
っ
た
。
舂
朔
か
ら
直
接
人
痘
法
を
伝
受
さ
れ
た
者
を
介
し
て
、
全
国
的

に
普
及
し
た
。
春
朔
の
人
痘
法
は
牛
痘
法
が
普
及
す
る
以
前
に
は
か
な
り
広
範

囲
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
事
実
は

牛
痘
法
の
陰
に
お
か
れ
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
。

四
、
大
村
藩
の
種
痘

種
痘
実
施
の
特
異
な
例
に
大
村
藩
の
隔
離
施
設
「
種
痘
山
」
が
あ
る
。

種
痘
山
は
も
と
も
と
痘
瘡
の
患
者
を
忌
避
し
て
、
人
跡
の
稀
な
場
所
に
強

制
的
に
患
者
を
厳
し
く
隔
離
す
る
施
設
「
痘
瘡
山
」
か
ら
転
用
し
た
も
の

で
あ
っ
た
・
種
痘
が
人
為
的
な
も
の
と
は
い
え
、
痘
を
発
す
る
こ
と
か
ら
、

伝
染
を
恐
れ
て
居
宅
種
痘
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
種
痘
山
は
未
痘
者
を
山

谷
に
集
め
、
こ
こ
で
種
痘
を
施
し
て
、
一
定
の
期
間
同
所
に
留
め
置
く
制

度
で
あ
る
。
大
村
藩
に
お
け
る
種
痘
山
は
古
田
山
、
岩
屋
山
、
駕
篭
の
原



部柿：日中両国における人痘接種法の比較研究 204

俊
達
が
藩
命
を
受
け
て
種
痘
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
古
田
山
を
開
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
長
与
俊
達
（
一
七
九
一
～
一
八
五
五
）
は
肥
前
大
村
藩

の
藩
医
で
、
は
じ
め
漢
方
を
学
び
、
匙
医
ま
で
に
な
っ
た
が
、
『
解
体
新
書
」
に
啓
発
さ
れ
、
蘭
学
を
学
ん
で
匙
医
を
免
職
さ
れ
た
。
し
か
し
、

（
弱
）

長
崎
に
近
い
こ
と
も
あ
り
藺
学
者
か
ら
種
痘
法
を
知
り
、
種
痘
医
と
な
っ
て
藩
に
仕
え
た
の
で
あ
っ
た
。

古
田
山
に
は
種
痘
の
施
術
所
、
病
舎
、
役
人
の
宿
舎
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
八
歳
よ
り
十
六
歳
ま
で
の
健
康
な
男
女
が
種
痘
を
受

け
た
。
毎
年
種
痘
を
受
け
た
者
の
数
は
百
人
に
達
し
た
。
種
痘
山
で
は
、
こ
の
山
に
入
る
前
に
痘
家
の
診
察
を
受
け
て
、
発
熱
・
感
冒
な
ど

疾
患
の
あ
る
者
、
皮
膚
病
・
胎
毒
な
ど
慢
性
疾
患
が
あ
る
者
は
登
山
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
旦
入
山
す
る
と
、
五
十
日
間
は
種
痘
山
の
周

囲
一
里
以
内
か
ら
外
に
出
る
こ
と
も
、
両
親
・
親
族
等
と
会
う
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
完
全
隔
離
状
態
に
置
か
れ
た
。

俊
達
が
最
初
に
採
用
し
た
人
痘
法
は
鼻
旱
苗
法
で
あ
っ
た
。
登
山
し
て
一
、
二
日
後
の
患
者
を
再
診
し
て
、
感
冒
・
発
熱
な
ど
の
異
常
が

な
い
こ
と
を
確
か
め
た
後
、
瘡
蓋
の
粉
末
を
小
匙
に
盛
り
、
鼻
よ
り
二
、
三
匙
吸
い
込
ま
せ
る
。
こ
う
し
て
、
早
い
者
は
三
～
四
日
、
通
常

七
～
八
日
し
て
発
熱
し
、
さ
ら
に
二
～
三
日
を
経
て
見
点
し
、
起
脹
、
潅
膿
、
収
唇
が
生
ず
る
。
出
痘
後
順
調
に
経
過
し
た
者
は
同
じ
長
屋

に
入
れ
、
落
痂
の
頃
、
酒
湯
の
儀
式
を
行
っ
た
。
酒
湯
と
は
落
痂
を
早
め
る
た
め
の
儀
式
で
、
温
湯
を
竹
葉
に
ひ
た
し
、
痘
痂
に
ふ
り
掛
け

た
後
、
清
木
屋
に
移
し
衣
服
を
着
替
え
入
浴
を
許
し
て
修
了
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
種
痘
者
は
二
、
三
週
間
そ
の
ま
ま
同
所
に
滞
在
し
、

（
船
）

お
よ
そ
五
十
日
経
っ
て
家
に
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

俊
達
は
天
保
元
年
二
八
三
○
）
に
鼻
旱
苗
法
を
初
め
て
行
っ
て
効
果
を
収
め
て
か
ら
、
そ
の
後
十
四
年
間
、
こ
の
仕
事
に
全
精
力
を
傾
注

し
た
。
や
が
て
種
痘
の
た
め
、
該
当
す
る
年
齢
の
子
女
が
続
々
と
入
山
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
例
外
は
な
か
っ
た
。
藩
主
の
公
子

さ
え
、
種
痘
山
に
登
り
種
痘
を
う
け
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
が
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
鼻
旱
苗
法
の
場
合
、
副

作
用
で
毎
年
百
人
に
二
、
三
人
の
死
亡
者
が
出
る
た
め
、
俊
達
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
長
崎
の
蘭
学
者
か
ら
教
示
さ
れ
て
、
鼻
旱
苗
法
に

変
え
て
腕
苗
法
（
上
腕
に
接
種
す
る
方
法
）
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
、
三
年
に
一
人
死
亡
す
る
く
ら
い
に
な
り
、
藩
内
の
評
判
を
高
め
た
。

作
用
で
毎
年
百
人
に
二
、

変
え
て
腕
苗
法
（
上
腕
Ｅ

（
二
）
岩
屋
山
種
痘
場
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（
抑
）

痘
の
種
痘
場
に
転
換
し
た
。

駕
篭
の
原
種
痘
場
は
東
彼
杵
郡
上
波
佐
見
村
に
あ
っ
た
。
昔
、
藩
主
巡
遊
の
と
き
駕
篭
を
停
め
て
休
憩
し
た
た
め
に
地
名
に
な
っ
た
所
で

あ
る
。
駕
篭
の
原
で
活
躍
し
た
近
藤
祥
山
と
本
間
仲
栄
は
波
佐
見
郷
に
お
け
る
除
痘
家
の
双
壁
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
十
二
年
二
八
一
五
）
に
侍
医
に
な
っ
た
近
藤
祥
山
は
、
文
政
の
頃
二
八
一
八
頃
）
藩
命
を
受
け
て
東
彼
杵
郡
上
波
佐
見
村
に
種
痘

場
を
開
き
、
鼻
苗
法
で
種
痘
を
行
っ
た
。
近
藤
は
最
初
、
長
男
に
種
痘
を
施
し
た
が
、
誤
っ
て
死
亡
さ
せ
た
。
こ
れ
は
時
苗
を
使
っ
た
た
め

だ
と
推
定
で
き
る
。
の
ち
経
験
を
積
み
良
苗
を
選
び
、
慎
重
に
接
種
し
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
彼
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
当
所
を
牛

田
中
芸
育
（
一
八
一
二
～
一
八
八
七
）
は
田
中
家
の
医
業
始
祖
で
あ
る
。
文
久
三
年
、
大
村
藩
福
田
村
台
場
掛
医
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
領
内
に

痘
瘡
が
流
行
し
た
と
き
、
痘
瘡
の
痘
痂
を
極
細
末
に
し
、
鼻
孔
に
吸
い
込
ま
せ
る
鼻
旱
苗
法
を
行
っ
た
。
毎
春
種
痘
し
た
人
の
数
は
三
、
四

百
人
に
達
し
た
。
天
保
年
間
ま
で
年
々
増
え
続
け
、
種
痘
場
は
数
ヶ
所
に
増
え
た
。
嘉
永
か
ら
安
政
に
か
け
て
痘
瘡
が
流
行
し
た
と
き
、
今

道
俊
策
と
共
に
岩
屋
山
で
痘
瘡
の
予
防
に
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
た
。
芸
育
は
当
初
、
人
痘
法
を
使
用
し
て
い
た
が
、
牛
痘
法
が
入
っ
た
後

は
牛
痘
法
に
転
じ
て
い
る
。
芸
育
家
は
代
々
痘
医
と
し
て
活
躍
し
た
。
長
男
田
中
春
斎
（
一
八
四
五
～
一
九
○
二
）
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）

（
鼬
）

に
長
崎
県
の
種
痘
医
と
な
り
、
各
地
に
出
張
し
て
牛
痘
法
を
行
っ
た
。

古
田
山
が
設
置
さ
れ
る
以
前
に
、
大
村
藩
の
庖
瘡
所
は
、
大
村
城
下
を
隔
て
る
九
里
、
西
彼
杵
郡
福
田
村
柿
泊
郷
よ
り
一
里
北
方
に
あ
る

二
帥
）

岩
屋
山
に
あ
っ
た
。
『
大
村
藩
の
医
学
」
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
文
政
の
中
期
、
浦
上
村
の
村
医
今
道
俊
策
（
一
七
八
三
～
一
八
五
九
）
が
藩
令
を

受
け
て
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
俊
策
の
子
隆
庵
（
一
八
一
○
～
一
八
八
九
）
は
医
術
を
吉
益
に
古
医
方
を
学
び
、
眼
科
を
以
て
有
名
と
な
っ

た
。
あ
る
年
痘
瘡
が
大
流
行
し
た
と
き
、
父
の
業
を
継
い
だ
。
隆
庵
の
子
雄
哉
（
一
八
四
二
～
一
八
九
一
）
は
肥
後
の
村
井
雲
台
に
医
学
を
学

び
、
塾
頭
と
な
っ
た
が
、
帰
藩
後
、
父
子
共
に
痘
務
に
精
励
し
て
、
三
世
痘
家
と
し
て
名
を
あ
げ
た
。
岩
屋
山
で
は
、
隆
庵
と
共
に
福
田
村

び
、
塾
頭
と
な
っ
た
が
、
帰
藩
桂

の
田
中
芸
育
が
種
痘
を
行
っ
た
。

に
長
崎
県
の
種
痘
医
と
な
り
、

（
三
）
駕
籠
の
原
種
痘
場
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本
間
仲
栄
二
八
○
○
残
）
は
諄
を
忠
真
、
本
間
家
の
医
業
の
始
祖
で
あ
る
。
医
術
を
本
間
周
良
に
学
び
、
後
に
池
田
大
淵
に
学
び
、
数
年

間
に
人
痘
法
を
修
め
て
村
医
に
な
っ
た
。
仲
栄
は
種
痘
を
接
種
し
て
か
ら
結
痂
す
る
ま
で
の
十
二
日
間
の
経
過
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
。
ま

た
当
時
の
痘
家
が
「
三
症
」
則
ち
「
順
痘
逆
痘
険
痘
」
あ
る
い
は
「
好
痘
常
痘
危
痘
」
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
順
痘
は
吉

|｜

'I

合鍵笠

図l大村藩で人痘法を実施した地域

兆
と
し
て
薬
を
の
ま
せ
ず
、
逆
痘
険
痘
の
場
合
は
医
師
の
治
療
を
必
要
と
す
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

本
間
一
族
は
忠
真
か
ら
種
痘
を
は
じ
め
、
二
世
忠
清
、
三
世
元
敬
、
四
世
忠
敬
、

五
世
丈
貞
と
五
代
に
引
継
が
れ
、
歴
代
痘
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
領
内
の
上
波
佐

見
、
下
波
佐
見
、
川
棚
、
宮
村
、
彼
杵
、
ま
た
藩
外
お
よ
び
福
江
平
戸
天
草
諸
藩
へ

（
帥
）

種
痘
の
た
め
出
張
す
る
本
間
氏
一
族
は
種
痘
家
と
し
て
栄
え
た
。

以
上
、
大
村
藩
の
種
痘
を
概
観
し
て
き
た
が
、
大
村
藩
で
は
痘
瘡
の
流
行
時
に
痘

家
を
多
く
輩
出
し
た
。
痘
家
の
多
く
は
世
襄
さ
れ
、
は
じ
め
人
痘
法
を
用
い
て
い
た

が
、
嘉
永
二
年
以
降
は
牛
痘
法
に
転
じ
、
明
治
に
な
っ
て
種
痘
医
と
し
て
活
躍
し
た
。

種
痘
山
の
初
期
の
目
的
は
感
染
者
を
隔
離
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
次
第
に
未
感

染
者
に
種
痘
を
実
践
し
、
種
痘
後
に
感
染
源
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
純
然
た
る
種
痘
を
目
的
と
し
た
施
設
に
変
わ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
種
痘
山
に
お
い
て
初
期
に
行
わ
れ
た
種
痘
法
は
、

中
国
の
人
痘
法
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
式
の
人
痘
法
が
日
本
の
種
痘
史
上
に

お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
が
、
牛
痘
法
の
歴
史
に
隠
れ
て
、
見
落
と
さ
れ

て
き
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
で
き
る
（
図
１
）
。
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五
、
人
痘
接
種
法
か
ら
牛
痘
接
種
法
へ
転
換
し
た
痘
家
た
ち

人
痘
法
を
学
ん
だ
種
痘
家
の
中
で
、
牛
痘
法
が
日
本
で
成

功
し
た
の
ち
、
牛
痘
苗
を
用
い
て
活
躍
し
た
者
が
い
た
。
以

下
に
そ
う
し
た
人
々
に
つ
い
て
述
べ
る
。

桑
田
立
斎
（
一
八
二
～
一
八
六
八
）
は
越
後
の
人
、
十
八

歳
の
と
き
江
戸
に
出
て
坪
井
信
道
に
師
事
、
天
保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
痘
科
桑
田
玄
真
の
養
嗣
子
と
な
り
、
翌
年
深
川
で
開

業
、
児
科
で
著
名
と
な
っ
た
。
彼
は
養
父
玄
真
か
ら
人
痘
法

を
学
ん
で
い
る
。
し
か
し
旱
苗
法
を
施
し
た
と
き
、
三
十
人

（
呪
）

に
一
人
が
死
亡
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
桑
田
は
中
国
の
種

痘
書
「
引
痘
略
』
か
ら
牛
痘
法
を
学
び
、
牛
痘
接
種
が
日
本

で
成
功
し
た
あ
と
、
人
痘
法
か
ら
牛
痘
法
の
種
痘
家
に
転
じ

た
。

井
上
竹
園
（
一
七
八
五
～
一
八
六
一
）
通
称
宗
端
は
、
代
々

医
者
で
、
上
総
の
佐
貫
藩
医
と
し
て
阿
部
家
に
仕
え
た
。
文

政
年
間
二
八
一
八
～
一
八
二
九
）
に
人
痘
法
を
千
二
百
人
の

多
数
に
行
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
痘
瘡
に
罹
患
し
た
者
が
一

（
陀
）

人
も
い
な
か
っ
た
。
竹
園
は
人
痘
法
を
推
進
し
た
後
、
牛
痘

法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
人
痘
痂
を
採
っ
て
、
細
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以
上
、
日
中
両
国
の
人
痘
法
の
歴
史
的
経
過
を
述
べ
た
が
、
日
本
で
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
長
崎
で
牛
痘
法
が
成
功
す
る
と
、
牛

痘
法
が
全
国
的
に
ひ
ろ
ま
り
、
人
痘
法
を
行
っ
て
い
た
痘
医
も
牛
痘
法
を
採
用
し
た
た
め
、
人
痘
法
は
急
速
に
終
焉
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、

中
国
で
は
牛
痘
法
が
一
八
○
五
年
に
国
内
で
成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
世
紀
半
ば
ま
で
人
痘
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

違
い
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

｜
、
人
痘
接
種
法
が
伝
来
す
る
ま
で
の
時
代
背
景

中
国
に
お
け
る
痘
瘡
の
歴
史
は
階
の
時
代
に
ま
で
遡
り
、
人
痘
法
も
お
よ
そ
十
六
世
紀
に
は
か
ら
は
じ
ま
り
、
人
痘
法
の
著
作
も
出
回
っ

て
い
た
。
と
く
に
康
煕
帝
が
痘
瘡
の
流
行
に
行
政
上
の
政
策
を
と
り
、
人
痘
法
を
重
視
し
て
そ
の
普
及
に
力
を
注
い
だ
。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
、
痘
瘡
が
大
流
行
し
死
者
が
多
数
出
た
。
翌
年
二
月
八
日
、
伊
東
玄
朴
は
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
の
命
に
よ
り
、

宗
城
の
令
嬢
正
姫
に
人
痘
法
を
実
施
し
た
。
十
五
日
の
夜
よ
り
発
熱
、
軽
痘
瘡
と
変
じ
、
三
月
朔
日
完
全
に
平
癒
し
、
顔
は
僅
に
三
ヶ
所
痘

（
Ｍ
）

痕
が
残
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
牛
痘
苗
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
藩
主
宗
城
が
率
先
し
て
人
痘
法
を
行
っ
た
。

そ
の
外
、
人
痘
法
で
名
を
成
し
た
者
に
大
村
藩
の
芳
陵
英
伯
、
武
州
忍
の
河
津
隆
碩
、
水
戸
藩
の
本
間
玄
調
、
木
下
川
の
庄
屋
次
郎
兵
衛

（
侭
）

が
い
る
。
大
村
藩
で
人
痘
法
を
業
と
し
て
い
た
式
見
村
の
森
良
岱
、
神
浦
村
の
本
田
江
淳
、
雪
ノ
浦
村
の
林
春
益
、
瀬
戸
村
の
須
田
長
琢
、

七
つ
釜
村
の
楠
本
正
伯
、
面
高
村
の
草
野
元
盛
、
宮
村
の
渋
江
、
渡
辺
、
彼
杵
の
今
道
な
ど
は
、
渡
来
し
た
牛
痘
法
を
自
宅
で
行
う
こ
と
を

（
“
）

許
可
さ
れ
た
こ
と
で
、
痘
山
を
閉
鎖
し
て
人
痘
法
の
代
わ
り
に
各
地
で
牛
痘
法
を
実
施
し
た
（
図
２
）
。

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
銘
）

内
で
種
痘
を
実
施
し
た
。

末
に
し
て
牝
犢
の
鼻
中
に
吹
き
込
み
、
六
～
七
日
間
経
る
と
乳
邊
に
発
し
た
そ
の
痘
痂
で
小
児
に
接
種
し
た
。
こ
れ
で
牛
化
人
痘
苗
を
用
い

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
日
本
に
伝
来
し
た
牛
痘
法
に
開
眼
し
て
、
桑
田
立
斎
に
学
び
牛
痘
苗
を
得
て
帰
藩
し
、
藩

Ⅲ

日
中
両
国
の
人
痘
接
種
法
の
比
較
検
討
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一
方
、
日
本
に
痘
瘡
が
発
生
し
た
記
録
の
最
初
は
「
続
日
本
紀
』
の
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
条
で
あ
る
。
「
こ
の
歳
頗
る
稔
ら
ず
、
夏
よ

（
師
）

り
冬
に
至
る
ま
で
、
天
下
碗
豆
瘡
（
俗
に
裳
瘡
と
い
う
）
を
患
い
て
、
天
死
す
る
も
の
多
し
」
と
あ
る
。
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
痘
瘡
流
行
か

ら
江
戸
時
代
末
ま
で
の
約
千
百
年
の
間
に
、
百
回
以
上
の
大
小
の
流
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
痘
瘡
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
富
士

川
瀞
の
「
日
本
疾
病
史
」
に
よ
る
と
、
初
期
は
約
一
二
十
年
の
周
期
で
く
り
返
し
、
次
第
に
短
く
な
っ
て
六
、
七
年
の
間
隔
に
な
る
が
、
江
戸

（
齢
）

時
代
の
後
半
に
は
毎
年
の
よ
う
に
流
行
し
た
と
い
う
。
人
痘
法
が
伝
わ
っ
た
の
は
十
八
世
紀
中
葉
、
江
戸
後
期
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
庶
民
の

痘
瘡
罹
患
の
状
況
は
か
な
り
悲
惨
で
あ
っ
た
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
米
沢
藩
の
痘
瘡
流
行
で
は
、
藩
内
で
は
八
三
八
九
人
が
罹
患
し
、

日
本
で
は
、
痘
瘡
の
治
療
は
承
応
二
年
二
六
五
三
）
に
来
日
し
た
明
代
医
師
の
戴
曼
公
か
ら
本
格
的
に
学
び
、
そ
の
弟
子
の
池
田
正
直
が

痘
科
専
門
医
と
な
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
幕
府
医
学
館
に
痘
科
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
中
国
で
人
痘
法
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
李
仁
山
が
来
日
す
る
ま
で
日
本
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
種
痘
が
中
国
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
話
は
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
李
仁
山
が
来
日
す
る
と
間
も
な
く
、
長
崎
奉
行
は
試
験
的
に
種
痘
を
行
わ
せ
た
。
だ
が
、
李
仁

山
の
種
痘
法
は
速
や
か
に
広
が
ら
な
か
っ
た
。
理
由
は
、
李
仁
山
の
痘
苗
が
時
苗
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
選
苗
法
、
保
存
法
に
関
す
る
十

分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

李
仁
山
に
続
い
て
人
痘
法
を
日
本
に
伝
え
た
の
は
、
中
国
で
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
医
書
『
医
宗
金
鑑
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
医
宗
金
鑑
」
に
は
よ
り
安
全
な
熟
苗
法
（
弱
毒
法
）
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
記
述
も
簡
略
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
『
医
宗
金
鑑
』

か
ら
安
全
な
人
痘
法
を
習
得
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
中
国
で
は
、
『
医
宗
金
鑑
』
よ
り
専
門
的
な
種
痘
書
が
出
版
さ
れ
、

十
九
世
紀
以
後
に
中
国
の
人
痘
法
は
成
熟
期
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
種
痘
言
は
日
本
に
入
ら
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
人
痘
法
の
情
報
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
技
術
を
教
え
る
中
国
人
医
師
が
李
仁
山

以
外
に
来
日
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
中
国
で
成
功
し
た
安
全
な
人
痘
法
が
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
日
中
で
人
痘
法
へ
の
評
価
が

（
㈱
）

一
○
六
四
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。
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大
き
く
違
っ
た
こ
と
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
痘
苗
と
種
痘
法
の
技
術
に
つ
い
て

緒
方
春
朔
は
「
医
宗
金
鑑
』
で
人
痘
法
を
学
び
、
独
自
の
人
痘
法
を
開
発
し
た
。
彼
は
選
苗
の
時
期
に
つ
い
て
「
医
宗
金
鑑
』
に
基
づ
き
、

良
苗
を
選
苗
し
て
い
る
。
痘
痂
は
痘
頂
の
丸
い
完
全
膿
庖
由
来
の
も
の
で
、
定
型
的
経
過
を
辿
っ
た
患
者
か
ら
、
第
十
一
日
病
日
に
採
取
す

る
。
痘
痂
粉
末
の
製
法
で
は
、
陶
器
を
割
り
、
釉
薬
の
か
か
っ
て
い
な
い
粗
面
を
準
備
し
、
痘
痂
を
粗
面
上
に
載
せ
て
柳
の
杵
で
こ
す
り
、

微
粉
と
す
る
。
で
き
た
粉
末
は
椋
棡
の
刷
毛
で
集
め
る
。

し
か
し
、
舂
朔
の
痘
苗
は
「
医
宗
金
鑑
」
の
説
に
従
わ
な
か
っ
た
。
『
医
宗
金
鑑
』
に
は
、
水
苗
法
が
種
痘
四
法
の
な
か
で
最
上
の
方
法
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
医
宗
金
鑑
』
は
、
水
苗
種
法
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
二
歳
の
者
に
二
十
余
粒
、
三
歳
、
四
歳
の
者
に
三
十
余
粒
を
用
い

る
と
あ
る
の
は
、
痂
庖
に
厚
薄
大
小
が
あ
っ
て
軽
重
が
均
し
く
な
い
の
で
、
正
確
な
分
量
は
定
か
で
な
い
と
水
苗
法
を
批
判
し
、
彼
は
旱
苗

法
を
選
ん
だ
。
し
か
し
『
医
宗
金
鑑
」
に
は
旱
苗
の
分
量
を
明
記
し
て
い
な
い
た
め
、
注
意
深
く
何
回
も
試
行
し
て
み
て
、
旱
苗
法
の
用
量

を
新
た
に
細
か
く
定
め
た
。
初
生
か
ら
四
、
五
歳
ま
で
の
小
児
に
は
三
～
五
厘
（
約
一
○
○
～
二
○
○
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
。
五
歳
以
上
の
小
児
に
は

一
分
（
約
四
○
○
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
を
与
え
る
。
十
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
も
一
分
を
こ
え
て
は
い
け
な
い
。
投
与
す
る
時
期
に
つ
い
て
も
十
分

考
え
て
い
る
。
初
生
か
ら
五
歳
以
下
の
小
児
に
は
、
睡
眠
中
に
吸
入
さ
せ
る
。
七
歳
以
上
の
小
児
に
は
言
い
き
か
せ
、
起
き
て
い
る
時
に
吸

入
さ
せ
る
。
種
痘
後
は
、
体
温
の
上
昇
す
る
時
ま
で
五
つ
の
薬
草
か
ら
な
る
家
伝
薬
に
、
同
じ
く
家
伝
の
金
甑
丸
を
加
え
た
も
の
を
与
え
て
、

（
知
）

『
医
宗
金
鑑
』
の
二
聖
散
を
外
用
し
て
解
毒
さ
せ
た
。

旱
苗
法
の
優
れ
て
い
る
点
は
効
き
目
が
早
く
、
痘
苗
の
脱
落
の
心
配
も
な
く
、
保
存
し
や
す
い
利
点
が
あ
っ
た
。
春
朔
は
痘
漿
の
選
択
、

種
痘
後
の
症
状
な
ら
び
に
痘
瘡
の
特
徴
に
応
じ
た
治
療
を
重
視
し
て
著
し
い
効
果
を
得
た
。
た
だ
し
、
旱
苗
法
の
欠
点
は
操
作
し
に
く
い
こ

と
で
あ
る
。
春
朔
は
専
ら
旱
苗
法
を
用
い
た
が
、
時
に
副
作
用
が
あ
っ
た
の
で
、
厳
重
注
意
せ
よ
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
痘
衣
法
や
痘
漿
法

は
決
し
て
行
う
べ
き
で
な
い
と
説
い
て
い
る
。
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春
朔
の
『
種
痘
緊
轄
』
は
特
に
女
子
に
対
す
る
種
痘
の
注
意
事
項
と
し
て
月
経
期
を
避
け
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は

「
医
宗
金
鑑
』
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
春
朔
の
経
験
で
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
春
朔
は
人
痘
法
で
名
声
を
博
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
誰
も
が
安
全
に
実
施
で
き
る
春
朔
の
人
痘
法
が
普
及
す
る
ま
え
に
、
牛
痘
法
の
情
報
が
国
内
に
入
り
、
閨
学
者
の
間
で
牛
痘
法
へ

待
望
論
が
強
く
出
て
い
た
こ
と
も
、
日
本
で
人
痘
法
を
な
お
ざ
り
に
し
た
一
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
、
）

人
痘
法
は
中
国
で
古
く
か
ら
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
朱
純
蝦
は
「
百
発
百
中
一
人
も
誤
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
張

（
”
）

淡
は
「
余
は
種
痘
を
施
し
た
人
が
八
～
九
千
人
に
達
し
た
が
、
失
敗
し
た
者
は
二
～
三
十
人
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
。
徐
大
椿
は
「
種
痘
に

（
両
）

よ
る
死
亡
者
は
百
の
一
で
、
痘
瘡
の
感
染
者
の
死
亡
者
は
十
人
中
の
八
、
九
人
に
達
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
種
痘
法
の
成
功
率
が

九
五
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
清
代
の
文
献
記
載
に
よ
り
人
痘
法
の
成
功
率
は
高
く
、
効
果
と
安
全
性
も
優
れ
て
い
た
こ
と
が

判
る
。
中
国
に
お
け
る
人
痘
法
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
法
が
登
場
す
る
以
前
に
数
百
年
の
歴
史
が
あ
り
、
民
間
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と

判
る
。
中
国
に
お
け
る
人
痘
斗

が
日
本
と
全
く
違
っ
て
い
た
。

一
九
八
五
年
、
馬
伯
英
が
行
っ
た
人
痘
法
と
牛
痘
法
の
回
顧
調
査
で
、
一
九
一
九
年
以
前
に
生
ま
れ
た
六
十
歳
以
上
の
老
人
六
五
三
人
中
、

人
痘
法
接
種
者
は
二
五
人
、
成
功
率
は
九
七
・
四
％
、
牛
痘
法
接
種
者
は
五
二
人
、
成
功
率
は
九
六
・
九
％
で
、
両
者
の
有
意
差
は
な

か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
総
有
効
率
は
九
七
％
で
あ
る
。
た
だ
し
接
種
し
な
か
っ
た
二
十
七
人
中
二
十
四
人
（
八
九
％
）
が
痘
瘡
に
罹
り
、
痘

痕
の
後
遺
症
が
残
っ
た
。
種
痘
者
と
未
種
痘
者
と
を
比
較
す
る
と
、
有
意
差
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、
人
痘
法
の
場
合
は
死
亡

あ
る
い
は
痘
瘡
の
蔓
延
し
た
記
載
が
な
か
っ
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
被
検
者
が
使
用
し
た
方
法
は
旱
苗
法
（
六
四
人
、
五
六
％
）
、
水
苗
法
（
二

（
別
）

十
九
人
、
二
十
五
％
）
、
痘
漿
法
（
十
三
人
、
二
％
）
、
痘
衣
法
（
九
人
、
八
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

以
上
は
、
中
国
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
人
痘
法
が
十
分
に
効
果
を
上
げ
て
い
た
こ
と
、
人
痘
法
を
危
険
視
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
十
九
世
紀
に
牛
痘
を
入
手
す
る
困
難
さ
を
考
慮
す
る
と
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
人
痘
法
が
よ
り
有
効
な
方
法
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
牛
痘
法
が
人
痘
法
に
取
っ
て
代
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
に
外
来
文
化
へ
の
排
除
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て



浦：日中両国における人痘接種法の比較研究郡 212

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
人
痘
法
は
中
国
か
ら
移
入
さ
れ
た
技
術
で
あ
っ
た
。
痘
瘡
を
一
度
発
病
す
れ
ば
、
一
生
免
疫
を
得
る
こ
と
は
古

人
も
知
っ
て
い
た
が
、
種
痘
し
て
免
疫
を
得
る
発
想
は
で
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
痘
法
の
話
は
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
、
李
仁
山
が
人
痘
法
を
伝
え
た
と
き
、
長
崎
奉
行
は
種
痘
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
広
く
受
容

す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
、
こ
の
と
き
伝
え
ら
れ
た
人
痘
法
が
、
中
国
で
広
く
行
わ
れ
た
技
術
に
比
べ
て
危
険
が
多
く
、
再
感

ま
た
は
難
症
に
な
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
李
仁
山
か
ら
学
ん
だ
弟
子
た
ち
は
各
地
で
種
痘
を
実
施
し
た
が
、
普
及
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
李
仁
山
の
弟
子
達

の
業
績
は
一
部
を
除
い
て
断
片
的
に
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
・

李
仁
山
の
種
痘
伝
来
か
ら
約
九
年
後
に
種
痘
法
を
記
し
た
『
医
宗
金
鑑
』
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
李
仁
山
来
日
か
ら
約
五
十
年

後
、
秋
月
藩
の
緒
方
春
朔
が
『
医
宗
金
鑑
」
か
ら
人
痘
法
を
独
学
し
て
完
成
さ
せ
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
『
種
痘
必
順
弁
」
を
著
し
て

普
及
を
は
か
っ
た
。
全
国
か
ら
春
朔
の
も
と
に
種
痘
法
を
学
ぶ
人
々
が
入
門
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
藩
命
を
う
け
て
い
た
。
多
く
の
藩
主
は

種
痘
法
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
が
、
安
全
性
の
問
題
で
種
痘
法
を
積
極
的
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
毎
年
の
如
く
痘
瘡
が
椙
獄
を
極
め
た
た
め
に
、
大
村
藩
や
琉
球
に
み
る
よ
う
に
、
一
部
の
藩
で
は
種
痘
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。

中
国
に
お
い
て
人
痘
接
種
は
明
代
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
人
痘
法
の
専
門
書
が
出
版
さ
れ
た
の
は
清
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
数

国
全
土
に
定
着
し
た
。

中
国
に
お
い
て
人
痘
法
は
明
代
の
隆
慶
年
間
（
一
五
六
七
～
七
三
に
民
間
で
始
ま
り
、
盛
ん
に
な
り
、
寧
国
府
を
中
心
と
し
て
全
国
に
広

が
っ
た
。
十
七
世
紀
半
ば
に
入
る
と
、
清
政
府
が
種
痘
法
の
普
及
を
積
極
的
に
す
す
め
、
国
定
医
書
『
医
宗
金
鑑
」
は
種
痘
法
を
別
項
に
立

て
て
収
載
し
た
。
ま
た
種
痘
法
の
専
門
書
も
出
版
さ
れ
、
技
術
面
に
お
い
て
原
始
的
な
痘
衣
法
か
ら
先
進
的
水
苗
法
ま
で
規
範
化
さ
れ
、
中

三
、
人
痘
接
種
法
の
普
及
諸
相

い
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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も
多
か
つ
た
が
、
日
本
で
受
容
さ
れ
た
言
は
『
医
宗
金
鑑
』
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
詳
細
な
内
容
が
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
を
典
拠
と
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
緒
方
舂
朔
は
、
実
験
を
重
ね
て
種
痘
法
を
開
発
し
、
種
痘
専
門
書
を
著
し
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
よ
る
中
国
式
人
痘
法

の
著
作
は
春
朔
の
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
中
両
国
で
は
人
痘
法
の
普
及
の
規
模
が
大
き
く
異
な
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
で
長
く
民
間
で
行
わ
れ
て
い
た
種
痘
法
が

実
績
を
重
ね
、
安
全
性
の
高
い
種
苗
が
生
ま
れ
て
信
用
を
得
、
普
及
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
日
本
に
安
全
な
種
苗
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ず
、

緒
方
舂
朔
が
開
発
し
た
人
痘
法
も
十
分
に
普
及
す
る
前
に
彼
は
没
し
た
。
一
方
、
牛
痘
法
の
情
報
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
通
し
て
入
っ
た
こ
と

か
ら
、
緒
方
の
種
痘
法
は
危
険
だ
と
い
う
誤
解
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
国
の
相
違
は
、
こ
の
あ
と
牛
痘
法
に
対
し
て
異
な
っ
た

対
応
を
示
す
。

四
、
牛
痘
接
一

四
、
牛
痘
接
種
法
に
対
す
る
対
応

李
仁
山
が
人
痘
法
を
も
た
ら
し
た
延
享
元
年
二
七
四
四
）
は
吉
宗
の
享
保
の
改
革
の
あ
と
、
藺
言
が
巷
間
に
出
回
り
、
西
洋
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
治
療
医
学
と
し
て
中
国
医
学
に
つ
い
て
は
深
い
関
心
を
も
ち
、
中
国
医
学
に
造
詣
あ
る

医
師
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
中
で
西
洋
医
学
と
中
国
医
学
を
比
較
す
る
気
風
も
生
ま
れ
て
い
た
。
と
く
に
東
西
の
解
剖
図
の
相
違
に

疑
問
が
生
ま
れ
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
山
脇
東
洋
が
人
体
解
剖
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
『
解
体
新
書
」
が

出
版
さ
れ
、
西
洋
医
学
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
、
閾
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。

緒
方
春
朔
が
「
種
痘
必
順
弁
」
を
出
し
た
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
三
年
前
に
は
、
宇
田
川
玄
晴
が
『
西
説
内
科
撰
要
」
を
出
版
し
て
い

た
。
蘭
学
へ
の
期
待
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
た
当
時
、
一
七
九
六
年
に
開
発
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
法
の
情
報
が
、
享
和
三
年
（
一
八
○

三
）
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
ヅ
ー
フ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
牛
痘
法
を
聞
い
た
通
詞
の
馬
場
佐
十
郎
は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
に
最
初
の

牛
痘
書
「
遁
花
秘
訣
」
を
翻
訳
し
た
。
原
本
は
文
化
三
年
に
択
捉
で
ロ
シ
ア
人
に
拉
致
さ
れ
、
文
化
九
年
に
帰
国
し
た
中
川
五
郎
治
が
持
ち

帰
っ
た
ロ
シ
ア
語
の
牛
痘
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
牛
痘
接
種
に
成
功
し
た
の
は
一
八
四
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ヅ
ー
フ
か
ら
の
情
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一
方
、
中
国
で
は
、
一
八
○
五
年
に
英
国
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
医
官
ピ
ア
ソ
ン
が
広
東
で
種
痘
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人

痘
法
が
普
及
し
て
い
た
中
国
で
は
牛
痘
法
は
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
が
牛
痘
法
の
実
施
を
待
望
し
て
い
た
日
本
に
伝

わ
り
、
佐
賀
藩
で
は
中
国
か
ら
牛
痘
苗
を
取
り
寄
せ
る
案
が
で
て
い
た
。

一
八
四
八
年
に
長
崎
に
来
航
し
た
モ
ー
ニ
ヶ
は
牛
痘
漿
苗
の
痘
液
を
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
細
い
管
の
中
に
密
封
し
て
運
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
二
、
三
ヶ
月
を
す
ぎ
た
た
め
に
、
液
は
腐
敗
し
、
接
種
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
モ
ー
ニ
ケ
と
楢
林
宗
建
と
が
痘
苗
に
つ

争
わ
）

い
て
相
談
し
た
様
子
を
、
宗
建
が
自
著
『
牛
痘
小
考
」
（
一
八
四
九
）
に
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
本
邦
ノ
種
法
人
痘
ヲ
種
ル
ー
毎
二
痘
痂
ヲ
以
テ
ス
其
痂
己
二
数
月
ヲ
経
ル
者
モ
イ
亦
能
萌
生
ス
依
テ
考
ル
ー
牛
痘
モ
亦
痂
ヲ
以
テ
セ
ン

ヵ
」
と
い
う
。
モ
ー
ニ
ヶ
は
「
大
二
然
リ
ト
シ
今
歳
更
二
牛
痘
痂
ヲ
輸
致
メ
」
と
答
え
た
。
翌
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
、
楢
林
宗
建
と
モ
ー

ニ
ヶ
と
が
協
議
し
、
牛
痘
漿
の
代
わ
り
に
牛
痘
瘡
蓋
を
バ
タ
ビ
ア
か
ら
取
り
寄
せ
た
。
そ
し
て
牛
痘
法
は
成
功
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
長

崎
で
成
功
し
た
牛
痘
法
は
全
国
各
地
へ
一
気
に
広
ま
っ
た
。
牛
痘
法
と
人
痘
法
は
種
苗
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
痘
漿
が

保
存
し
に
く
く
、
腐
敗
し
や
す
い
こ
と
、
一
方
、
痘
痂
は
持
参
し
や
す
く
、
毒
性
も
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
施
術
の

方
法
に
も
鼻
法
と
腕
法
の
相
違
が
あ
る
が
、
等
し
く
種
痘
を
以
て
痘
瘡
を
予
防
す
る
点
は
同
一
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本

の
牛
痘
法
の
成
功
は
人
痘
法
か
ら
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
牛
痘
の
普
及
に
人
痘
法
は
明
ら
か
に
功
績
を
果
た
し
て
い
る
。

以
上
の
経
過
を
経
て
、
日
本
で
は
一
部
で
行
わ
れ
て
い
た
人
痘
法
も
、
嘉
永
二
年
を
境
に
牛
痘
法
へ
一
気
に
転
換
し
た
。
そ
の
主
な
担
い

手
は
蘭
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
以
後
の
日
本
で
は
牛
痘
法
の
さ
き
が
け
を
な
し
た
人
痘
法
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
、
牛
痘
法
の
功

績
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
人
痘
法
が
先
行
し
た
か
ら
こ
そ
、
牛
痘
法
が
速
や
か
に
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

報
で
牛
痘
法
を
知
っ
て
か
ら
十
回
近
く
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
館
員
に
よ
っ
て
バ
タ
ビ
ア
か
ら
牛
痘
接
種
が
も
た
ら
さ
れ
、
試
み
た
が
皆
失
敗

に
終
わ
っ
た
。
失
敗
の
原
因
は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
で
種
苗
と
し
て
使
っ
た
牛
痘
漿
苗
が
、
バ
タ
ビ
ア
か
ら
日
本
へ
の
長
時
間
の
航
海

の
途
上
、
腐
敗
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
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中
国
の
場
合
、
牛
痘
法
は
一
八
○
三
年
に
中
国
に
伝
わ
り
、
一
八
○
五
年
に
成
功
し
た
。
一
八
一
五
年
に
広
州
に
国
立
種
痘
所
が
設
立
さ

れ
、
一
八
一
二
年
に
北
京
、
一
八
四
四
年
に
上
海
な
ど
各
地
に
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
で
生
ま
れ
た
人
痘
法
は
農
村
地
域
に
そ
の
ま
ま

（
洲
）

使
わ
れ
、
二
十
世
紀
半
ば
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
『
山
東
省
衛
生
誌
』
（
一
九
九
二
）
に
よ
る
と
十
九
世
紀
、
山
東
省
の
い
く
つ
か
の
地
方
は

牛
痘
局
を
設
け
て
、
伝
統
的
な
人
痘
法
と
入
れ
替
わ
っ
た
。
し
か
し
牛
痘
苗
が
得
に
く
い
こ
と
、
種
痘
の
接
種
費
用
が
高
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
広
く
普
及
は
し
な
か
っ
た
。
特
に
農
村
で
は
人
痘
法
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
。
二
十
世
紀
初
め
に
至
っ
て
も
江
蘇
、
安
徽
、
湖
北

省
の
行
商
医
が
山
東
省
の
棗
荘
、
平
邑
地
域
で
人
痘
法
を
行
っ
た
と
あ
る
。
当
時
の
人
痘
接
種
費
用
は
一
回
あ
た
り
高
い
と
き
は
小
麦
二
車
、

安
い
と
き
は
銀
元
一
枚
で
あ
っ
た
。
一
九
四
○
年
代
に
な
る
と
、
政
府
が
牛
痘
法
普
及
に
乗
り
出
し
て
接
種
料
を
無
料
に
し
た
結
果
、
牛
痘

法
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
季
節
に
よ
り
（
春
は
効
果
が
落
ち
る
）
牛
痘
苗
の
質
に
差
が
生
じ
、
常
に
良
好
な
効
果
が
得

ら
れ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
は
人
痘
法
が
牛
痘
法
と
が
併
用
さ
れ
た
。

人
痘
法
は
中
国
に
お
い
て
数
百
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
。
明
代
初
期
の
医
家
た
ち
は
種
痘
法
を
秘
伝
に
し
て
、
家
伝
と
し
て
独
占
し
た
。

清
代
以
後
に
は
種
痘
専
門
書
が
現
れ
た
。
情
政
府
は
一
六
八
一
年
に
人
痘
法
を
国
策
と
し
て
採
用
し
、
国
定
書
を
編
集
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

中
国
の
人
痘
法
は
民
間
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
か
な
り
初
期
に
上
流
社
会
の
こ
ど
も
た
ち
に
種
痘
さ
れ
、
そ
の
成
功
に
よ
り
政
府
が
積
極
的

に
普
及
に
努
め
た
。
そ
れ
は
多
く
の
医
家
た
ち
に
技
術
の
発
展
を
も
た
ら
し
、
よ
り
安
全
な
種
痘
法
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。

日
本
で
は
中
国
式
人
痘
法
実
施
か
ら
牛
痘
法
導
入
ま
で
の
期
間
は
、
わ
ず
か
百
年
余
で
あ
る
。
人
痘
法
を
日
本
に
伝
授
し
た
中
国
人
医
師

は
李
仁
山
一
人
で
あ
り
、
そ
の
後
、
日
本
の
医
師
た
ち
は
種
痘
法
を
中
国
の
書
物
に
よ
っ
て
の
み
学
び
、
人
痘
法
を
実
践
し
、
努
力
し
て
実

績
を
上
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
普
及
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
人
痘
法
の
よ
う
な
危
険
を
伴
う
技
術
の
伝
承
が
個
人
対
個
人
で
な

く
、
書
物
の
み
に
よ
る
と
伝
承
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
こ
と
が
日
本
で
の
人
痘
法
を
制
限
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え

結
論
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本
論
文
で
は
日
中
の
種
痘
史
を
比
較
検
討
し
、
人
痘
法
が
日
本
で
発
展
し
な
か
っ
た
理
由
、
中
国
で
は
二
十
世
紀
半
ば
ま
で
継
承
さ
れ
た

理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
人
痘
法
の
安
全
性
が
劣
る
と
い
う
誤
解
か
ら
、
現
代
免
疫
学
の
曙
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
法
で

あ
る
と
通
説
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
の
先
駆
と
な
っ
た
人
痘
法
が
弱
毒
し
た
痘
苗
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
人
痘
法

こ
そ
予
防
接
種
の
魁
と
い
え
る
。
人
痘
接
種
は
免
疫
学
的
ば
か
り
で
な
く
、
科
学
史
・
医
学
史
上
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
牛
痘
法
が
き
わ
め
て
速
や
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
牛
痘
法
が
人
痘
法
と
異
な
る
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
い
う
時
代
背
景
の
違
い
も
あ
っ
た
。
牛
痘
法
の
情
報
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
実
施
よ
り
約
四
十
年
前
に
も
た
ら
さ
れ
、
牛
痘
漿

苗
も
バ
タ
ビ
ァ
か
ら
シ
ー
ポ
ル
ト
ら
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
て
い
た
。
た
だ
し
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
、
牛
痘
成
功
へ
の
待
望
を
高
め

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
、
牛
痘
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
き
、
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
そ
れ
以
前
か
ら
人
痘
接
種
を
し

て
い
た
痘
医
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
予
防
接
種
の
魁
と
成
っ
た
の
が
種
痘
で
あ
る
が
、
現
代
で
は
牛
痘
接
種
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
で
は

牛
痘
法
よ
り
は
る
か
に
早
く
人
痘
法
が
成
立
し
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
人
痘
法
が
実
績
を
上
げ
て
い
く
過
程
で
、
安
全
か
つ
効
果
あ

る
痘
苗
が
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
歴
史
的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
、
い
く
つ
か
の
ワ
ク
チ
ン
が
人
工
免
疫
原
と
し
て
工
夫
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
始
ま
り
は
人
痘
法
で
あ
る
。
人
類
史
上
、
初
め
て
悪
性
疫
病
を
人
為
的
に
予
防
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
方
法
で
あ
っ

光
坐
０

づ

つ
○

謝
辞

本
稿
は
、
指
導
教
官
で
あ
る
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
客
員
教
授
の
懇
切
な
る
ご
指
導
と
ご
校
閲
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
順
天
堂
大
学
医
史



、l司

乙1イ 日本医史学雑誌第50巻第2号(2004)

学
研
究
室
の
深
瀬
泰
旦
先
生
、
郭
秀
梅
氏
、
陶
恵
寧
氏
、
魯
紅
梅
氏
、
同
大
学
の
汪
先
恩
氏
、
黒
竜
江
中
医
薬
大
学
の
王
鉄
策
先
生
の
力
強

い
励
ま
し
、
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

参
考
文
献

（
１
）
⑦
目
ご
耐
ロ
“
シ
三
里
○
ご
具
日
＆
言
冒
①
Ｆ
ｏ
ｐ
ｇ
ｐ
口
笛
．
乞
急
．

（
２
）
葛
洪
撰
・
陶
弘
景
補
閾
・
楊
用
道
増
広
『
肘
後
備
急
方
』
巻
二
、
清
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
、
修
敬
堂
六
酷
斎
医
書
本
。
人
民
衛
生
出
版

社
、
北
京
、
一
九
六
三
。
原
文
は
「
比
歳
有
病
、
時
行
価
発
瘡
、
頭
面
及
身
、
須
実
周
匝
、
状
如
火
瘡
、
皆
戴
白
漿
、
随
決
随
生
、
不
即
治
、
劇
者

多
死
。
治
得
差
後
、
瘡
搬
紫
黒
、
弥
歳
方
滅
、
此
悪
毒
之
気
（
中
略
）
以
建
武
中
子
南
陽
撃
虜
所
得
、
乃
呼
為
虜
瘡
」
。

（
３
）
馬
伯
英
「
中
国
医
学
文
化
史
』
八
○
四
～
八
○
六
頁
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四

（
４
）
範
行
準
『
中
国
医
学
史
略
」
八
五
頁
、
中
医
古
籍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
。
原
文
は
「
晋
恵
帝
太
安
二
年
（
三
○
三
）
五
月
、
因
義
陰
蛮
（
河

南
信
陽
少
数
民
族
）
張
禺
石
水
子
南
陽
起
義
時
才
発
見
天
花
」
。

（
５
）
塵
温
仁
『
支
那
中
世
医
学
史
』
三
六
四
～
三
六
五
頁
、
カ
ニ
ャ
書
店
、
一
九
三
二

（
６
）
武
栄
論
・
菫
玉
山
「
牛
痘
新
書
」
、
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
広
州
府
刊
本

（
７
）
巣
元
方
等
奉
勅
撰
『
諸
病
源
候
論
」
巻
七
、
傷
寒
登
豆
瘡
候
、
宋
版
、
東
洋
医
学
研
究
会
影
印
本
、
大
阪
、
’
九
八
一

（
８
）
朱
純
鍜
『
痘
疹
定
論
』
巻
三
、
種
痘
論
、
乾
隆
三
十
二
年
二
七
六
七
）
重
刊
本

（
９
）
呉
謙
「
医
宗
金
鑑
」
巻
六
十
、
幼
科
種
痘
心
法
要
旨
、
一
五
四
三
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六
三
。
原
文
は
「
古
有
種
痘
一
法
、
起

自
江
右
、
達
子
京
畿
。
究
其
所
源
、
云
自
宋
真
宗
時
莪
媚
山
有
神
人
出
、
為
丞
相
王
旦
之
子
種
痘
而
癒
、
遂
伝
干
世
」
。

（
、
）
同
前
掲
文
献
（
８
）
。
原
文
は
「
我
非
凡
胎
所
生
乃
慈
悲
観
世
音
菩
薩
伝
劫
指
出
種
痘
之
法
」
。

（
皿
）
愈
茂
鰻
『
痘
科
金
鏡
賦
集
解
」
巻
三
、
種
痘
説
、
雍
正
五
年
二
七
二
七
）
刊
本

（
吃
）
張
淡
「
張
氏
医
通
」
巻
十
二
、
二
八
頁
、
自
由
出
版
社
、
台
北
、
一
九
六
五

（
昭
）
陳
諫
『
蓋
斎
医
要
」
巻
十
五
、
小
児
門
、
杭
洲
刊
本
、
一
五
二
八
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
馬
継
興
等
選
輯
『
日
本
現
存
中
国
稀
観
古

医
籍
叢
書
」
三
九
二
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
九
）
。
原
文
は
「
人
生
無
不
発
疹
痘
者
自
幼
及
長
止
生
一
次
又
名
百
歳
瘡
」
。
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（
別
）
前
掲
文
献
（
恥
）
、
原
文
は
「
余
今
乃
洩
人
之
所
未
洩
、
伝
人
之
所
未
伝
」
。

（
別
）
銭
乙
「
小
児
薬
証
直
訣
」
瘡
疹
候
、
総
五
九
四
四
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
影
印
本
、
北
京
、
一
九
五
七

（
犯
）
陳
文
中
撰
・
醇
己
注
『
小
児
痘
疹
方
諭
』
、
明
万
暦
刊
本
。
原
文
は
「
夫
小
児
在
胎
之
時
、
乃
母
五
臓
之
液
所
養
成
形
也
。
其
母
不
知
禁
戒
、
縦

情
厚
味
、
好
咳
辛
酸
、
或
食
毒
物
、
其
気
伝
干
胞
胎
之
中
、
此
毒
発
為
瘡
疹
、
名
日
三
械
液
毒
」
。

（
羽
）
前
掲
文
献
（
吃
）
、
原
文
は
「
痘
本
胎
毒
根
子
先
天
。
発
則
由
子
時
気
」
。

（
型
）
前
掲
文
献
（
岨
）
、
原
文
は
「
其
種
痘
之
苗
、
別
無
他
薬
。
唯
是
盗
取
痘
児
標
粒
之
漿
、
収
入
綿
内
、
納
児
鼻
孔
、
女
右
男
左
。
七
日
其
気
室
通

熱
発
点
見
、
少
則
数
点
、
多
不
過
一
二
百
顎
、
亦
有
面
部
梢
見
微
腫
。
。
：
…
如
痘
漿
不
得
盗
、
痘
痂
亦
可
発
苗
、
痘
痂
無
可
窃
、
則
以
新
出
痘
児
所

服
之
衣
、
与
他
児
服
之
、
亦
能
出
痘
」
。

（
閉
）
前
掲
文
献
（
９
）
、
総
一
五
四
四
頁

（
妬
）
鄭
望
頤
「
種
痘
方
」
、
丁
若
鑪
輯
『
麻
科
会
通
』
所
収
、
朝
鮮
京
城
府
与
抗
堂
全
書
第
七
種
本
、
一
九
三
八

（
”
）
朱
突
梁
「
種
痘
心
書
」
審
時
熟
苗
、
沢
古
斎
重
紗
、
上
海
陳
氏
蔵
版
、
一
八
○
八
。
原
文
は
「
其
法
選
時
痘
極
順
者
、
取
其
痂
以
為
苗
、
是
名
時

（
妬
）
前
掲
文
献
（
Ｍ
）
、
天
花
仁
術
序
。
原
文
は
「
蓋
自
明
初
、
其
按
付
政
初
、
付
商
森
遠
祖
継
先
生
従
戴
原
礼
海
、
既
精
子
医
。
伝
至
曽
祖
思
川
、

祖
岐
山
始
以
種
痘
術
聞
名
遠
近
、
父
希
成
、
叔
希
美
為
格
等
継
之
、
而
政
初
集
其
大
成
」
。

（
略
）
張
瑛
「
種
痘
新
書
」
自
序
、
善
成
堂
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）
刊
本
。
原
文
は
「
余
祖
承
晶
久
吾
先
生
之
教
、
種
痘
箕
襄
、
已
経
数
代
」
。

（
町
）
前
掲
文
献
（
岨
）
、
原
文
は
「
而
種
痘
之
術
不
可
向
人
言
乎
、
蓋
秘
其
訣
而
不
肯
筆
之
干
害
、
私
其
技
而
不
欲
公
之
子
世
也
」
。

（
略
）
朱
一
麟
「
治
痘
大
成
集
』
享
集
、
江
戸
写
本
。
原
文
は
「
万
密
斎
…
女
子
種
痘
経
水
忽
行
暴
暗
不
能
言
語
者
、
心
主
血
舌
乃
心
之
苗
、
血
去
則
心

虚
心
虚
則
少
陰
之
脈
不
能
上
栄
干
舌
、
故
悴
失
音
不
語
也
。
先
以
当
帰
養
心
血
、
利
心
籔
、
待
其
能
言
、
以
十
全
大
補
湯
調
之
」
。

（
囚
）
嶮
嘉
言
『
哺
氏
寓
意
草
」
巻
六
、
享
保
十
四
年
二
七
二
九
）
刊
本
。
原
文
は
「
顧
謁
明
二
郎
三
郎
怖
痘
為
宵
小
所
誤
…
：
．
顧
記
明
公
郎
種
痘
…
：

（
Ｍ
）
黄
百
家
「
学
箕
初
槁
」
巻
一
之
三
十
一
、
「
黄
梨
州
先
生
集
」
、
西
爽
堂
刊
本
所
収
、
一
六
八
三
。
原
文
は
「
痘
本
胎
毒
、
相
火
伏
干
命
門
、
（
中

略
）
…
今
種
痘
之
法
、
慎
選
良
苗
。
種
子
鼻
孔
、
鼻
孔
為
肺
之
籔
、
又
督
脈
所
系
、
由
上
而
下
、
直
貫
命
門
、
引
毒
而
出
、
使
無
伏
里
、
豈
非
致
妙

旬
日
間
両
児
為
一
医
所
殺
」
。

）
前
掲
文
献
（
恥
）
、
原
文
皿

）
銭
乙
「
小
児
薬
証
直
訣
」

）
陳
文
中
撰
・
醇
己
注
『
小

情
厚
味
、
好
咳
辛
酸
、
或
食

之
理
」
。
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苗
、
種
出
之
痘
、
稀
密
不
常
、
時
或
有
失
。
起
干
秋
分
之
後
、
停
止
干
小
満
之
前
」
「
若
時
苗
能
連
種
七
次
、
精
加
選
煉
、
即
為
熟
苗
。
其
苗
伝
種

愈
久
、
則
薬
力
之
提
抜
愈
精
、
火
毒
汰
尽
、
精
気
独
存
、
所
以
万
全
而
無
患
也
」
。

（
肥
）
命
正
墜
「
癸
巳
存
槁
」
巻
九
、
商
務
印
耆
館
、
上
海
、
一
九
三
五

（
鋤
）
中
国
第
一
歴
史
桧
案
館
整
理
「
康
煕
起
居
注
」
六
四
五
～
六
四
六
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
四

（
鋤
）
前
掲
文
献
（
詔
）
、
原
文
は
「
国
初
有
査
痘
章
京
、
理
旗
人
痘
瘡
及
内
域
民
人
痘
疹
遷
移
之
政
令
、
久
之
事
乃
定
」
。

（
釦
）
康
煕
皇
帝
『
庭
訓
格
言
」
五
五
～
五
六
頁
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
台
北
、
一
九
八
六
。
原
文
は
「
国
初
人
多
畏
出
痘
、
至
朕
得
種
痘
方
、
諸
子
女

及
示
等
子
女
、
皆
以
種
痘
得
無
蓋
。
今
辺
外
四
十
九
旗
及
喀
永
喀
諸
藩
倶
命
種
痘
、
凡
所
種
皆
得
善
癒
。
賞
記
初
種
時
、
年
老
人
尚
以
為
怪
、
朕
堅

意
為
之
、
遂
全
此
千
万
人
之
生
者
、
豈
偶
然
耶
」
。

（
犯
）
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
」
四
一
六
頁
、
医
事
通
信
社
、
一
九
七
二

（
粥
）
萢
行
準
『
中
国
予
防
医
学
思
想
史
三
○
七
～
一
三
三
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
四
。
原
文
は
「
今
福
建
、
広
東
、
江
西
、
江
南
、

徽
寧
地
方
向
有
春
夏
種
痘
之
法
（
中
略
）
余
因
見
嘉
慶
二
十
二
年
秋
冬
武
漢
地
方
嬰
児
遭
難
者
無
数
：
。
：
是
以
力
勧
普
種
」
。

（
弘
）
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
画
史
彙
伝
」
四
七
七
頁
、
大
正
堂
書
店
、
長
崎
、
一
九
八
三

（
妬
）
広
川
獺
「
長
崎
聞
見
録
」
写
本
、
内
閣
文
庫
蔵
書
一
七
六
函
、
二
○
号
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

（
調
）
緒
方
春
朔
「
種
痘
必
順
弁
」
二
一
頁
、
寛
政
五
年
刊
本
（
一
七
九
三
）
、
福
岡
、
平
成
二
年
（
一
九
九
○
）
影
印
本

（
師
）
堀
江
道
元
『
弁
医
断
』
二
一
頁
、
宝
暦
十
三
年
二
七
六
三
）
刊
本

へへへへへへ

444342414039
………………

（
犯
）

富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
六
六
一
頁
、
裳
華
房
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）

深
川
晨
堂
「
大
村
藩
の
医
学
」
一
三
頁
、
大
村
藩
之
医
学
出
版
会
、
一
九
三
○

森
重
孝
『
薩
摩
医
人
群
像
」
三
六
頁
、
春
苑
堂
書
店
、
一
九
七
六

仲
泊
良
夫
『
医
師
仲
地
紀
仁
』
一
八
頁
、
大
同
印
刷
工
業
、
一
九
六
八

福
井
県
医
師
会
「
福
井
県
医
学
史
』
一
六
八
頁
、
三
七
七
～
三
七
八
頁
、
創
文
堂
印
刷
、

田
中
助
一
「
防
長
医
学
史
」
二
○
四
～
二
○
五
頁
、
二
二
八
～
二
三
○
頁
、
聚
海
害
林
、

緒
方
春
朔
「
種
痘
必
順
弁
」

堀
江
道
元
『
弁
医
断
』
二

前
掲
文
献
（
妬
）
、
二
一
頁

一
九
六
八

一
九
八
四
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（
弱
）
前
掲
文
献
（
犯
）
、
二
二
頁

（
髄
）
小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
『
松
本
順
自
伝
長
与
專
齋
自
伝
』
「
旧
大
村
藩
種
痘
の
話
」
一
八
六
～
一
九
三
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
八
○

（
師
）
前
掲
文
献
（
調
）
、
九
九
頁
、
一
二
三
頁

（
開
）
前
掲
文
献
（
調
）
、
九
○
～
九
二
頁

（
弱
）
前
掲
文
献
（
鋤
）
、
一
二
四
～
一
二
五
頁

（
帥
）
前
掲
文
献
（
調
）
、
一
○
二
～
一
○
三
頁

（
例
）
桑
田
立
斎
「
牛
痘
発
蒙
」
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

（
舵
）
富
士
川
瀞
「
井
上
竹
園
先
生
」
『
中
外
医
事
新
報
」
第
一
二
七
六
号
、
五
五
頁
、
一
九
四
○
。
原
文
は
「
文
政
年
間
よ
り
人
種
痘
致
し
候
事
凡
千

二
百
人
余
に
及
び
候
へ
ど
も
一
人
も
再
痘
の
も
の
無
之
候
」
。

へへへへ へ へ へ へ へ へ

54535251504948474645
ー……………………

へへへ

656463
………

前
掲
文
献
（
媚
）
、
二
○
四
頁

伊
東
栄
『
伊
東
玄
朴
伝
』
八
』

桑
田
立
斎
『
引
痘
略
抄
』
三
言

前
掲
文
献
（
調
）
、
六
頁

米
田
正
治
「
島
根
県
医
学
史
覚
書
』
八
一
～
八
二
頁
、
松
江
文
庫
、
一
九
七
六

高
浦
照
明
『
大
分
の
医
療
史
』
一
五
五
頁
、
大
分
合
同
新
聞
社
、
一
九
七
八

前
掲
文
献
（
砲
）
、
一
五
五
頁

前
掲
文
献

前
掲
文
献

前
掲
文
献

前
掲
文
献

平
尾
道
雄
『
土
佐
藩
医
学
史
考
』
八
頁
、
高
知
市
民
図
書
館
、
一
九
七
七

前
掲
文
献
（
粥
）
、
六
頁

へへへへ

36363636
…ー……

、、、、

七
頁

二
四
頁

二
六
頁

二
九
頁

八
七
頁
、
玄
文
社
、

二
頁
、
嘉
永
二
年

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

（
一
八
四
九
）
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（
師
）
菅
野
道
真
奉
勅
撰
「
続
日
本
紀
』
四
五
頁
、
聖
武
天
皇
条
、
寛
平
四
年
（
一
二
四
六
）
奏
上
。

（
粥
）
富
士
川
瀞
「
日
本
疾
病
史
』
一
五
二
頁
、
平
凡
社
、
一
九
六
九

（
的
）
山
崎
佐
「
日
本
疫
史
と
防
疫
史
」
二
四
一
～
二
四
三
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
三
一

（
、
）
前
掲
文
献
（
調
）
、
三
二
～
三
三
頁

（
、
）
前
掲
文
献
（
８
）
、
原
文
は
「
十
可
十
全
、
百
不
失
一
、
遂
如
法
種
之
、
皆
得
全
癒
」

（
〃
）
前
掲
文
献
（
随
）
、
巻
三
。
原
文
は
「
余
遍
歴
諸
邦
、
経
余
種
者
不
下
八
九
千
人
、
屈
指
計
之
莫
救
者
不
過
二
三
十
人
耳
」
。

（
門
）
徐
大
椿
「
蘭
台
軌
範
』
、
掃
葉
山
房
『
徐
氏
医
学
全
書
十
六
種
」
所
収
、
上
海
六
芸
害
局
石
印
本
、
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
序
刊
本
。
原

文
は
「
況
即
有
死
者
、
不
過
百
中
之
一
、
較
之
天
行
悪
痘
、
十
死
八
九
者
、
其
安
危
相
去
何
如
也
」
。

（
別
）
馬
伯
英
「
以
史
為
鏡
可
明
興
替
」
『
上
海
中
医
薬
雑
誌
」
一
巻
一
号
、
四
三
～
四
六
頁
、
一
九
九
一

（
布
）
楢
林
宗
建
『
牛
痘
小
考
」
二
頁
、
嘉
永
二
年

（
祀
）
王
天
瑞
、
包
文
輝
等
『
山
東
省
衛
生
誌
」
三
四
五
～
三
四
七
頁
、
山
東
人
民
衛
生
出
版
社
、
済
南
、
一
九
九
二

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
・
中
国
北
京
大
学
深
川
医
院
中
医
科
）

へへへへへへへへ

7372717069686766
ー……ー……

前
掲
文
献
（
調
）
、
一
二
三
頁
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今
Ｇ
今 AComparativeStudyonlnoculationinChinaandJapan

SHAOPei

Therearetwowaysofplantingsmallpox.Oneisinoculationandtheotherisvaccination.

ChineseinoculationwasinventedinChinaandwasinuseinthecountryuptothemid-20th

century.InoculationinJapanwasbroughtfromChinainl744,anditproducedfairlygood

resultsuntilthemid-19thcentury,whenvaccinationwasintroducedtothecountryand

spreadrapidly.Inoculationthenwasforgottenalmostcompletely,despitethesatisfactory

resultithadproduced.Undoubtedly,however,inoculationaffectedtherapidspreadof

vaccinationinJapan.Lookingbackonthehistoricalprocessofinoculation,bothinChina

andJapan,IIookedintothedifferenceinthewayinoculationhasbeenevaluatedinthetwo

countries.Therearetwobigdiffercnces;onetechnicalandtheothermethodological.First

thereisadifferenceinthewaythepoisonwasdiluted,andinthechoiceofthesprout,which

ledtothedifferenceineffectivenessandsafetyofinoculation・Secondly,thegovernment

supportedinoculationandspreaditactivelyinChina.InJapan,onthecontrary,eachdomain

(han)promotedvaccination,influencedbythetrendofthetimetoacceptWesternculture

positively.
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